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一　

は
じ
め
に

　
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
の
課
題
は
、「
書
く
内
容
の
発
見
」
と
「
書
く
方
法
の

習
得
・
活
用
」
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
〇
〇
年
頃
に
約
二
〇
年

間
に
わ
た
っ
て
北
ア
メ
リ
カ
の
大
学
及
び
短
大
に
お
い
て
修
辞
学
テ
キ
ス
ト

と
し
て
最
も
広
く
使
わ
れ
た
ジ
ェ
ナ
ン
グ
（John Franklin G

enung 1850

～

1919

）
の
「The W

orking Principles of R
hetoric

」（
一
九
〇
〇
）
に
お
い
て

も
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た1
。

  The distribution of the study bases itself m
ost sim

ply, perhaps, on 

the tw
o questions that naturally rise in any undertaking, the questions 

W
H

AT and H
O

W
.

（
序
章
・IN

TR
O

D
U

C
TO

RY

）

　

で
は
、
こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
近
代
中
等
作
文
教
育
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

自
覚
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
明
治
～
大
正
期
の
西
洋
修
辞
学
受
容
史
と
、
大
正
～
昭
和
初
期

の
旧
制
中
学
校
や
高
等
女
学
校
に
お
け
る
実
践
史
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
先

人
の
課
題
克
服
の
道
す
じ
を
確
か
め
、
こ
の
研
究
が
現
代
の
「
書
く
こ
と
」
の

指
導
に
示
唆
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
博
士
論
文

﹃
中
等
作
文
教
育
に
お
け
る
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
指
導
の
研
究2
﹄（
二
〇
〇
七
）
の

第
一
～
六
章
を
再
構
成
し
、
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

二　

明
治
前
・
中
期
の
作
文
教
育
の
状
況
と　
　
　
　
　

修
辞
学
の
移
入

1　

明
治
前
・
中
期
の
作
文
教
育
の
状
況

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
の
十
年
ば
か
り

は
、
江
戸
期
か
ら
の
藩
学
や
寺
子
屋
の
方
式
と
、
西
欧
直
輸
入
の
近
代
学
校
の

方
式
と
が
入
り
交
じ
っ
て
、
模
索
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
初
等
作
文
教

育
に
は
、
三
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。

①
日
用
文
・
実
用
文
系
統

　

寺
子
屋
で
の
往
来
物
の
系
統
を
引
く
教
科
書
に
よ
っ
て
、
届
出
、
送
り
状
な

ど
日
用
文
・
実
用
文
の
書
式
を
学
ば
せ
る
系
統
。
一
二
歳
の
児
童
に
「
祝
婚
姻

田　

中　

宏　

幸

―
五
十
嵐
力
・
佐
々
政
一
・
金
子
彦
二
郎
を
中
心
に

―

「
国
語
教
育
研
究
」
第
五
十
八
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
刊
）

【
第
57
回
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
・
特
別
研
究
発
表
】

近
代
中
等
作
文
教
育
に
お
け
る
修
辞
学
の
受
容
と
実
践
展
開
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を
賀
す
る
文
」
と
か
「
離
縁
届
」
を
書
か
せ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

②
範
文
模
倣
系
統

　

漢
文
学
の
教
科
書
に
よ
っ
て
、
漢
語
中
心
の
仮
名
交
じ
り
文
を
模
倣
し
た
応

用
文
を
書
か
せ
る
系
統
。
意
味
も
わ
か
ら
ず
美
辞
麗
句
を
つ
な
い
で
い
く
の

で
、
小
学
生
が
「
一
瓢
を
携
へ
て
山
に
登
れ
ば
」
と
か
「
陶
然
と
し
て
酔
ふ
」

な
ど
と
い
う
飲
酒
作
文
を
書
く
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

③
論
理
主
義
的
言
語
教
育
系
統

　

文
法
と
の
関
わ
り
を
持
た
せ
つ
つ
、
文
字
か
ら
単
語
へ
、
単
語
か
ら
短
句

へ
、
短
句
か
ら
文
型
練
習
へ
と
論
理
的
順
序
で
文
を
作
ら
せ
る
系
統
。「
机
は

木
に
て
造
り
、
書
を
読
み
字
を
習
ふ
と
き
、
台
に
用
ゐ
る
、
学
問
の
道
具
な

り
」
と
い
っ
た
定
義
文
・
説
明
文
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
、「
小
学
校
教
則
綱
領
」
に
よ
っ
て
「
作
文
」

に
関
す
る
規
定
が
示
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ら
三
系
統
が
一
つ
に
な
っ
た
形
の

作
文
書
も
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
若
林
虎
三
郎
・
白
井
毅こ
わ
しの
﹃
改
正
教
授
術
﹄

（
一
八
八
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
範
文
模
倣
に
よ
る
「
復
文
的
方
法
」
に
加
え
て
、

「
心
力
開
発
の
度
」
に
従
っ
た
「
自
作
的
方
法
」
も
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
だ

が
、
全
国
的
に
は
、「
復
文
的
方
法
中
心
の
、
範
文
模
倣
、
暗
誦
な
ど
の
形
式

重
視
の
作
文
教
育
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

中
等
学
校
に
お
い
て
も
、
作
文
に
関
し
て
は
、
和
文
で
は
「
中
世
・
近
世
の

雅
馴
の
文
体
」
に
倣
い
、
漢
文
で
は
「
古
雅
の
文
体
」
に
倣
っ
て
書
く
よ
う
に

求
め
る
な
ど
「
範
文
模
倣
系
統
」
の
作
文
教
育
で
あ
っ
た
。
和
歌
や
漢
詩
の
作

成
を
求
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
己
の
思
想
を
述
べ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
漢
文
の
名
句
を
つ
ぎ
合
わ
せ
て
作
成
す
る
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
近

代
日
本
社
会
で
有
為
の
人
物
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、「
書
く
方
法
の
習

得
」
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、「
自
己
表
現
」
を
重
ん
じ
る
動
き
も
現
れ
て
く
る
。
三

田
村
熊
之
介
﹃
中
等
教
育
新
撰
作
文
書
﹄（
一
八
八
九
）
は
、「
作
文
要
訣
」
と

し
て
、「
文
ハ
気
ヲ
主
ト
ス
」、「
文
ハ
結
構
ヲ
先
ニ
シ
、
字
句
ヲ
後
ニ
ス
ベ
シ
」

等
の
要
件
を
挙
げ
、「
心
ニ
感
ズ
ル
コ
ト
ノ
尤
モ
切
ナ
ル
者
ヲ
取
リ
テ
之
ヲ
筆

ニ
載
セ
」
る
こ
と
を
第
一
と
し
、「
文
ヲ
作
ル
ニ
主
意
ノ
定
マ
ル
迄
ハ
決
シ
テ

筆
ヲ
採
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
主
意
既
ニ
定
マ
レ
バ
先
ヅ
大
体
ノ
結
構
ヲ
定
ム
ベ
シ
」

と
説
い
た
。

　

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
言
語
教
育
に
学
ん
だ
上
田
萬か
ず

年と
し

は
、﹃
作
文
教
授
法
﹄

（
一
八
九
五
）
に
お
い
て
、
言
文
一
致
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、「
作
文
教
授
の

要
は
、
思
想
を
達
者
に
書
き
表
す
の
と
、
同
時
に
又
思
想
を
健
全
に
書
き
表
す

と
に
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
思
想
の
重
要
性
を
説
い
た
。
上
田
は
、「
作
文
教

授
の
材
料
を
ど
こ
か
ら
取
っ
て
く
る
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
に
特
に
注
意
を
促

し
、
読
本
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
実
物
に
つ
い
て
観
察
す
る
こ
と
や
、
学
校
外

に
も
視
野
を
広
げ
、
児
童
の
心
理
発
達
に
即
し
た
も
の
か
ら
と
る
べ
き
だ
と
主

張
し
た
。
ま
た
、
ベ
ネ
ケ
（B

eneke

）
の
教
育
書
に
学
び
、「
第
一
階
級  

簡
単

に
書
き
直
す
と
い
ふ
事
」「
第
二
階
級  

模
様
替
へ
し
て
写
す
事
」「
第
三
階
級　

自
ら
文
章
を
作
り
出
す
事
」
と
い
う
教
授
過
程
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
ら
の
提
言

は
、
日
本
の
作
文
教
育
を
「
範
文
模
倣
」
か
ら
「
自
己
表
現
」
重
視
の
作
文
へ

と
大
き
く
前
進
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

2　

西
洋
修
辞
学
の
移
入

　

西
洋
修
辞
学
は
、
明
治
一
〇
年
代
に
、
菊
池
大
麓
訳
﹃
修
辞
及
華
文
﹄

（
一
八
七
九
）、
黒
岩
大
訳
述
﹃
雄
弁
美
辞
法
﹄（
一
八
八
二
）、
矢
野
文
雄
﹃
演
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説
文
章
組
立
法
﹄（
一
八
八
四
）
な
ど
に
よ
っ
て
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
多

く
はelocution

（
文
飾
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
い
か
に
書
く
か
」
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
矢
野
の
著
述
で
は
「
元
質
材
料
」
と

「
組
立
方
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
がinvention

（
創
構
）
と

disposition

（
配
置
）
の
両
面
か
ら
考
え
た
「
創
構
指
導
理
論
の
源
流
」
で
あ

る
と
言
え
る
。

　

明
治
二
〇
年
代
で
は
、
中
島
幹
事
﹃
教
育
適
用
文
章
組
立
法
﹄（
一
八
九
一
）、

大
和
田
建
樹
﹃
修
辞
学
﹄（
一
八
九
三
）、
冨
山
房
編
纂
﹃
文
章
組
織
法
﹄（
一 

八
九
二
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、﹃
文
章
組
織
法
﹄
は
、
ジ
ェ
ナ

ン
グ
の
「The Practical Elem

ents of R
hetoric

」（
一
八
八
六
）
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
創
構
）
に
つ
い
て
本
格
的
に
言
及
し
た
書

物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三　

明
治
後
期
の
作
文
教
育
の
状
況
と
修
辞
学
の
受
容

1　

明
治
後
期
の
作
文
教
育
論

　

明
治
後
期
に
な
る
と
、「
自
由
発
表
作
文
」
の
時
代
を
迎
え
る
。

　

樋
口
勘
次
郎
﹃
統
合
主
義
新
教
授
法
﹄（
一
八
九
九
）
は
、「
自
己
の
思
想
を

自
由
に
表
は
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
児
童
の
自
発
活
動
を
尊
重
す
る
作
文
教

授
法
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
「
生
活
綴
方
教
育
の
発
祥3
」
と
も
言
え
る
斬
新

な
提
唱
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
の
流
れ
を
汲
む
谷
本
富
と
め
り

﹃
小
学
各
科
教
授
法
講
義
﹄（
一
八
九
九
）
は
、「
生
徒
の
自
由
の
発
動
を
一
定

の
形
に
整
理
し
て
や
る
」
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
、
自
作
文
の
自
由
放
任
に

反
対
を
唱
え
た
が
、
樋
口
の
提
唱
を
機
に
、「
自
己
表
現
系
統
」
の
作
文
が
前

面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

　

佐
々
木
吉
三
郎
﹃
国
語
教
授
撮
要
﹄（
一
九
〇
二
）
は
、
ベ
ネ
ケ
の
学
説
に

依
拠
し
な
が
ら
、
綴
方
教
授
法
を
、「
内
容
と
形
式
と
二
つ
な
が
ら
与
ふ
る
も

の
」「
内
容
の
み
与
へ
て
、
形
式
を
工
夫
せ
し
む
る
も
の
」「
形
式
の
み
与
へ

て
、
内
容
を
工
夫
せ
し
む
る
も
の
」「
形
式
も
内
容
も
二
つ
な
が
ら
与
へ
ざ
る

も
の
」
の
四
種
に
分
類
し
、
そ
の
指
導
法
と
し
て
、
①
視
写
法
、
②
聴
写
法
、

③
改
作
法
、
④
充
填
法
、
⑤
縮
約
法
（
省
略
法
）、
⑥
敷
衍
法
、
⑦
共
作
法
、

⑧
連
接
法
、
等
を
具
体
的
に
提
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
自
作
に
お
け
る
「
随
意
選
題
」
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
い
っ

た
書
物
に
、
豊
田
八
十
代
・
小
関
源
助
・
酒
井
不
二
雄
共
著
﹃
実
験
綴
方
新
教

授
法
﹄（
一
九
一
二
）
が
あ
る
。
こ
の
書
物
で
は
、「
文
題
提
出
法
」
を
「
助

作
」
と
「
自
作
」
と
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。「
助
作
」
と
は
、「
予
備
と
な

る
べ
き
事
項
を
今
日
の
文
題
に
連
絡
を
つ
け
、
児
童
が
と
ん
と
ん
拍
子
で
教
師

の
意
に
随
ふ
」
よ
う
に
、
内
容
や
形
式
に
つ
い
て
助
言
を
与
え
る
方
法
で
あ

る
。「
自
作
」
と
は
、「
思
想
の
整
理
も
形
式
の
選
定
も
全
く
児
童
に
一
任
し
て

綴
ら
せ
る
」
方
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
自
作
」
と
い
っ
て
も
、「
文
題
を
与

ふ
る
も
の
」
と
「
各
自
に
文
題
を
選
ば
し
め
る
も
の
」
と
の
二
種
類
が
あ
り
、

「
自
作
は
放
任
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
矢
鱈
に
児
童
の
自
働
を
望

む
は
詮
な
い
話
」
で
あ
る
と
し
て
、
予
備
の
段
階
で
適
切
な
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
注
意
を
促
し
て
い
た
。

2　

明
治
後
期
の
中
等
作
文
教
育
の
動
向

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
よ
っ
て
、「
文
法

及
作
文
」
に
毎
週
一
時
間
が
配
分
さ
れ
、「
作
文
ノ
即
題
ハ
凡
隔
週
一
回
、
宿
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題
ハ
凡
毎
月
一
回
課
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
中
等
学
校
の

「
国
語
」
教
師
は
ほ
ぼ
全
員
が
手
分
け
し
て
作
文
指
導
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、

作
文
教
育
の
た
め
の
文
章
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
大
町
桂
月
の
作
文
教
育
論
﹃
学
生

訓
﹄（
一
九
〇
一
）、
堀
江
秀
雄
﹃
中
学
作
文
教
科
書
﹄（
一
九
〇
一
）、
上
田
萬

年
﹃
中
等
教
科
作
文
法
﹄（
一
九
一
〇
）、
内
海
弘
蔵
﹃
新
体
作
文
大
成
﹄﹃
文

章
十
講
﹄（
一
九
一
〇
）
な
ど
が
あ
る
。

　

大
町
は
、「
文
章
を
大
成
す
る
上
の
最
大
秘
訣
」
と
し
て
「
人
格
の
修
養
」

を
挙
げ
「
観
察
力
」
を
鋭
く
し
「
思
想
」
を
養
う
こ
と
を
求
め
た
。

　

堀
江
の
﹃
中
学
作
文
教
科
書
﹄
で
は
、
作
例
の
示
し
方
あ
る
い
は
取
り
扱
い

方
に
工
夫
を
凝
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、「
久
し
く
逢
は
ぬ
友
に
や
る

文
」
と
い
う
題
な
ら
ば
、
ま
ず
「
自
分
が
故
郷
を
離
れ
居
る
の
か
、
友
人
が
故

郷
を
立
ち
去
っ
た
の
か
」
を
考
え
よ
と
「
場
の
条
件
」
を
明
確
に
す
る
必
要

性
を
説
い
た
。
次
に
、
書
く
べ
き
内
容
と
し
て
「
別
れ
て
久
し
く
な
る
こ
と
」

「
離
れ
居
り
て
な
つ
か
し
い
こ
と
」「
逢
ふ
べ
き
機
会
を
望
む
こ
と
」「
そ
の
友

の
近
況
」「
他
の
友
の
近
況
」「
わ
が
近
況
」「
わ
が
土
地
の
模
様
」
と
七
つ
の

観
点
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
短
文
を
作
っ
た
後
に
、
そ
れ
を
排
列
す
る
と
い
う
文

章
作
成
上
の
手
順
を
示
し
て
い
る
。

　

上
田
の
﹃
中
等
教
科
作
文
法
﹄
は
、﹃
作
文
教
授
法
﹄（
一
八
九
五
）
の
教
授

理
論
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
巻
冒
頭
に
「
思
想
と
文
章
」
を
取
り
上

げ
、「
要
す
る
に
、
思
想
は
作
文
の
根
本
な
り
、
作
文
は
、
思
想
を
ま
と
め
て

之
を
言
語
文
字
に
書
き
あ
ら
は
す
仕
事
な
り
。
作
文
の
上
手
と
は
、
思
想
の
ま

と
め
方
の
程
よ
く
し
て
、
言
語
文
字
の
用
ひ
様
の
適
切
な
る
を
い
ふ
」
と
明
言

し
て
い
る
。
さ
ら
に
上
田
は
、
思
想
養
成
の
方
法
と
し
て
、「
天
地
間
の
自
然

及
び
人
事
を
観
察
す
る
事
」「
親
族
朋
友
そ
の
他
す
べ
て
の
人
と
交
際
す
る
事
」

「
古
今
の
人
の
著
は
し
た
る
書
物
を
読
む
事
」「
観
察
交
際
及
び
読
書
を
基
と
し

て
さ
ら
に
自
ら
考
ふ
る
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

内
海
は
、
中
学
生
用
作
文
自
習
書
と
し
て
﹃
新
体
作
文
大
成
﹄
及
び
﹃
文
章

十
講
﹄
を
著
し
た
。
前
著
で
は
、「
形
の
研
究
を
す
る
前
に
、
構
想
の
修
練
、

趣
向
の
修
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、「
構
想
」
の
章
に
四
二
頁

も
の
紙
数
を
充
て
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
①「
題
目
の
選
択
と
い
ふ
こ
と
に
注

意
」
す
る
こ
と
、
②「
題
目
の
副
ふ
べ
き
感
想
を
集
め
る
の
に
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
方
途
を
定
め
る
こ
と
」、
③「
そ
の
方
途
に
よ
っ
て
集
っ
て
来
た
感
想
を
、

取
捨
選
択
す
る
こ
と
」、
④「
選
択
し
た
感
想
を
布
置
按
排
す
る
こ
と
」
と
い
う

四
つ
の
留
意
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
趣
向
の
こ
ら
し
方
」
は
、

「
一
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
上
に
あ
る
力
、

―
あ
る
一
種
の
特
殊
な
力
に
待

つ
よ
り
外
に
道
が
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
「
趣
向
の
力
」
を
養
う
に
は
、「
読

書
、
観
察
、
思
索
、
想
像
」
の
修
練
が
大
切
だ
と
指
摘
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
後
期
に
は
、
作
文
の
手
順
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
一
人
ひ
と
り
の
思
想
を
涵
養
し
表
出
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
具
体
的
な
指
導
方
法
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

か
っ
た
が
、「
書
く
内
容
の
発
見
」
を
重
視
し
、
思
想
の
涵
養
に
つ
い
て
「
自

己
修
養
」
の
問
題
が
強
く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3　

イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
理
論
の
本
格
的
な
移
入

　

明
治
後
期
は
、
修
辞
学
の
「
学
的
体
系
化
を
志
向
し
た
受
容
期4
」
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
期
に
は
、
武
島
又
次
郎
﹃
修
辞
学
﹄

（
一
八
九
八
）、
佐
々
政
一
﹃
修
辞
法
﹄（
一
九
〇
一
）、
島
村
瀧
太
郎
﹃
新
美
辞
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学
﹄（
一
九
〇
二
）、
五
十
嵐
力
﹃
文
章
講
話
﹄（
一
九
〇
五
）、
武
島
又
次
郎

﹃
文
章
入
門
﹄（
一
九
〇
七
）、
五
十
嵐
力
﹃
新
文
章
講
話
﹄（
一
九
〇
九
）
が
相

次
い
で
出
版
さ
れ
た
。

　

武
島
の
﹃
修
辞
学
﹄
は
、「
西
洋
の
修
辞
学
書
を
、
典
拠
を
明
確
に
し
て
、

最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
し
た
学
問
的
な
作
物5
」
で
あ
る
。「
緒
言
」
に

は
、
ジ
ェ
ナ
ン
グ
の
「The Practical Elem

ents of R
hetoric

」、
ヒ
ル
の

「Foundations of R
hetoric

」
及
び
「Principles of R

hetoric

」
な
ど
を
参
考
に

し
た
と
あ
り
、
明
治
後
期
に
ア
メ
リ
カ
の
修
辞
学
が
盛
ん
に
導
入
さ
れ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、「
躰
製
」
と
「
構
想
」
の
二
編

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、「
構
想
」
に
つ
い
て
は
、「
新
た
な
感
想
を
作
り
出

す
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
同
時
に
「
取
材
」「
選
材
」「
構
成
」
を
も
含
ん
だ

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
武
島
の
﹃
文
章
入

門
﹄
で
は
、
第
六
章
「
思
想
の
養
成
法
」・
第
七
章
「
思
想
の
配
列
法
」
の
二

章
を
立
て
、「
思
想
産
出
力
」
の
育
成
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
る
よ
う
に

な
る
。
武
島
は
、「
思
想
産
出
力
」
に
は
「
独
造
力
」
と
「
再
現
力
」
の
二
種

類
が
あ
る
と
い
う
。
前
者
は
「
前
人
の
道
破
し
な
い
新
し
い
景
色
や
、
人
物
や

思
想
感
情
を
産
出
す
る
こ
と
の
出
来
る
洞
察
構
成
の
力
」
を
言
い
、
後
者
は

「
自
分
の
頭
脳
か
ら
新
規
な
感
想
を
作
り
出
す
力
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
普
通

の
思
想
を
変
わ
っ
た
形
に
直
す
と
か
、
或
ひ
は
二
三
と
り
ま
じ
へ
て
新
し
い
混

成
物
を
作
る
と
か
い
ふ
力
」
を
指
す
と
定
義
す
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
「O

R
IG

IN
ATIV

E invention

」
と
「O

R
G

A
N

IZIN
G

 invention

」
と
に
分

け
た
ジ
ェ
ナ
ン
グ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
西
洋
美
辞
学
及
び
東
洋
美
辞
学
に
学
び
つ
つ

独
自
の
学
問
的
体
系
化
を
志
し
た
書
物
も
現
れ
る
。
島
村
は
﹃
新
美
辞
学
﹄
に

お
い
て
、「
美
辞
学
と
は
、
辞
の
美
な
る
所
以
を
研
究
す
る
の
学
也
。
辞
と
は

思
想
に
言
語
を
装
着
せ
る
も
の
也
。
辞
の
美
な
る
所
以
と
は
、
修
辞
的
現
象
に

よ
り
て
情
を
刺
戟
す
る
の
謂
ひ
也
。
学
と
は
科
学
的
に
之
が
理
法
を
推
論
す
る

の
謂
ひ
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
物
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
章
第
三
節

「
辞
の
美
」
の
「
内
容
と
外
形
」
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
想

念
」
が
「
結
体
」
に
至
る
過
程
が
、「
漠
然
と
し
て
散
漫
に
近
き
状
態
」
か
ら

「
一
層
特
性
あ
り
て
結
体
せ
る
状
態
」
へ
と
進
む
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
現
代
の
大
西
道
雄6
の
創
構
過
程
の
と
ら
え
方
（「
漠

想
↓
分
化
想

統
合
想
」）
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
島
村
の
修
辞

学
理
論
は
、「
想
」
の
発
展
過
程
を
的
確
に
と
ら
え
、
修
辞
の
中
心
的
要
件
と

し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、
画
期
的
な
提
案
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
人
以
上
に
後
世
の
中
等
作
文
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
が
、
五
十
嵐
力
と
佐
々
政
一
で
あ
る
。
五
十
嵐
力
﹃
新
文
章
講
話
﹄

（
一
九
〇
九
）
や
佐
々
政
一
﹃
修
辞
法
講
話
﹄（
一
九
一
七
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

編
集
し
た
作
文
教
科
書
と
と
も
に
、
多
く
の
読
者
を
得
て
、
大
正
期
の
中
等
作

文
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
こ
の
こ
と
は
、
次
章
以
降
に
詳
述

す
る
。）

　

総
じ
て
、
明
治
後
期
は
、「
自
由
発
表
」
を
重
視
す
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

「
思
想
の
涵
養
」
の
重
要
性
が
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
と
言

え
る
。
明
治
期
に
は
、
ド
イ
ツ
の
教
育
学
や
ア
メ
リ
カ
の
実
用
的
修
辞
学
の
影

響
を
受
け
て
、
自
己
の
思
想
を
養
う
こ
と
の
重
要
性
が
自
覚
さ
れ
、
イ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
指
導
の
萌
芽
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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四　

五
十
嵐
力
の
修
辞
学
研
究
と
中
等
作
文
教
育

1　

五
十
嵐
力
の
業
績

　

五
十
嵐
力ち

か
ら（
一
八
七
四
～
一
九
四
七
）
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
、

東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
に
嘱
任
さ
れ
、「
爾
来
文
章
理
論
の

確
立
と
学
生
の
作
文
の
添
削
指
導
に
粉
骨
砕
身
の
超
人
的
辛
苦
を
嘗
め
た
る

が
、
作
文
の
教
授
に
従
事
せ
し
こ
と
十
七
年
の
中
、
二
三
年
は
受
持
ち
の
学
生

千
余
人
に
及
び
た
り7
」
と
い
う
厳
し
い
状
況
な
が
ら
も
、
た
ゆ
む
こ
と
な
く

研
究
に
励
ん
だ
。

　

五
十
嵐
の
修
辞
学
関
係
の
著
述
及
び
教
科
書
は
、﹃
文
章
講
話
﹄（
一
九
〇
五
）、

﹃
新
文
章
講
話
﹄（
一
九
〇
九
）、﹃
実
習
新
作
文
﹄（
一
九
一
〇
）、﹃
作
文
三
十
三

講
﹄（
一
九
一
三
）、﹃
高
等
女
子
新
作
文
﹄
全
四
巻
（
一
九
一
六
）、﹃
中
等
新
作

文
﹄
全
五
巻
（
一
九
一
七
）、﹃
実
業
新
作
文
﹄
全
三
巻
（
一
九
一
九
）
な
ど
十
数

冊
に
及
ん
で
い
る
。

　

な
か
で
も
﹃
新
文
章
講
話
﹄
は
、
刊
行
以
来
毎
年
の
よ
う
に
版
を
重
ね
、
数

多
く
の
読
者
を
得
た
。
こ
れ
は
、「
文
章
基
礎
論
」「
文
章
修
飾
論
」「
文
章
組

織
論
」「
文
章
精
神
論
」「
文
章
の
種
類
及
び
文
体
」「
文
章
に
関
す
る
思
想
の

変
遷
」「
国
文
沿
革
の
概
要
」「
文
章
の
品
位
及
び
結
論
」
の
計
八
編
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
本
格
的
な
修
辞
学
書
で
あ
る
。
全
六
四
〇
頁
の
ほ
ぼ
半

分
が
「
文
章
修
飾
論
」
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、「
文
章
の
詞
姿
」
が
、
八
種
の

原
理
（
五
〇
余
種
の
修
辞
法
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
―
①「
結
体
」（
直
喩
・

隠
喩
・
諷
喩
・
活
喩
・
問
答
・
挙
例
・
対
照
・
抑
揚
な
ど
）、
②「
朧
化
」（
稀

薄
・
美
化
・
曲
言
）、
③「
増
義
」（
引
用
・
隠
引
・
縁
装
・
重
義
）、
④「
存
余
」

（
挙
隅
・
側
写
・
省
略
・
皮
肉
な
ど
）、
⑤「
融
会
」（
漸
層
・
飛
移
・
連
鎖
な

ど
）、
⑥「
奇
警
」（
警
句
・
奇
先
）、
⑦「
順
感
」（
反
復
・
対
偶
・
擬
態
・
詠
嘆

な
ど
）、
⑧「
変
性
」（
方
便
・
遮
断
・
変
態
・
超
格
）―
そ
の
た
め
に
、
本
書
は

「
修
辞
・
文
飾
」
の
研
究
書
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
五
十
嵐
の
願
い
は
、

中
学
前
後
の
青
年
少
年
の
作
文
に
寄
与
す
る
「
組
織
だ
っ
た
、
命
の
あ
る
作
文

書
」
を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

五
十
嵐
の
随
筆
や
修
辞
学
理
論
は
、
そ
の
後
、
数
多
く
の
作
文
教
科
書
で
範

文
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
紹
介
さ
れ
た
り
し
て
き
た
。「
文
章
組
織
論
」
に

示
さ
れ
た
「
頭
括
式
・
尾
括
式
・
双
括
式
」
な
ど
の
語
は
、
現
代
の
中
・
高
等

学
校
教
科
書
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
、「
五
十
嵐
の
各
種
作
文
教
科
書
に
与
え

た
教
育
的
な
影
響
の
大
き
さ
は
、
お
そ
ら
く
空
前
絶
後
の
も
の8
」
で
あ
る
。

2　

五
十
嵐
力
の
作
文
教
科
書

（
1
）﹃
高
等
女
子
新
作
文
﹄
の
特
徴

　

五
十
嵐
が
編
集
し
た
﹃
高
等
女
子
新
作
文
﹄（
全
四
巻
、
一
九
一
六
）
は
、

野
地
潤
家
に
よ
っ
て
「
雅
文
か
ら
口
語
文
へ
の
過
渡
期
に
、
高
等
女
学
校
生
徒

の
文
章
表
現
力
の
実
態
に
即
し
つ
つ
、
具
体
的
に
多
く
の
く
ふ
う
を
凝
ら
し
て

編
ま
れ
た
内
容
の
豊
か
な
作
文
教
科
書9
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
特
徴
と
工
夫
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

第
一
、「
文
話
」
及
び
「
文
例
と
評
言
」
に
よ
っ
て
、
修
辞
学
の
基
本
が
生
徒

に
も
分
か
る
よ
う
に
具
体
的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

第
二
、
低
学
年
に
お
い
て
は
書
翰
文
と
記
事
文
が
重
視
さ
れ
、
書
翰
文
で
は
目

的
や
相
手
が
明
確
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
、
学
年
進
行
に
つ
れ
、
説
明
文
や
議
論
文
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
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種
を
自
由
に
選
べ
る
課
題
も
増
え
て
い
る
。

第
四
、
書
翰
文
で
は
候
文
も
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
口
語
文
重
視
の
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
。

第
五
、
悪
文
例
の
大
半
は
、
候
文
・
雅
文
（
文
語
体
）
で
あ
り
、
記
事
文
、
論

説
文
に
お
い
て
は
、
口
語
体
の
良
文
を
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
。

第
六
、
題
材
は
、
学
校
生
活
、
季
節
の
変
化
、
実
生
活
上
の
必
要
性
な
ど
を
考

慮
し
、
真
情
の
書
き
表
し
や
す
い
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

総
じ
て
、
生
徒
の
発
達
段
階
に
配
慮
し
な
が
ら
、
実
例
（
生
徒
作
品
）
に
即

し
て
評
言
を
加
え
、
文
章
作
成
上
の
注
意
を
平
易
に
学
ば
せ
よ
う
と
し
た
画
期

的
な
教
科
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
2
）
五
十
嵐
の
作
文
指
導
に
つ
い
て
の
「
方
案
」

　

五
十
嵐
は
、「
我
れ
若
し
小
学
校
、
中
学
校
の
作
文
教
師
た
ら
ば
」（﹃
作
文

三
十
三
講
﹄）
に
お
い
て
、「
教
へ
る
場
合
に
試
み
や
う
と
思
ふ
新
方
案
」
と
し

て
次
の
六
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①「
彼
等
自
身
の
心
か
ら
湧
き
出
で
た
題
材
に
就
い
て
書
か
せ
る
」
こ
と
。

②「
細
か
に
観
察
し
て
細
か
に
書
く
稽
古
を
さ
せ
」
る
こ
と
。

③「
細
か
に
書
く
中
に
要
点
を
浮
か
し
出
す
事
を
稽
古
さ
せ
」
る
こ
と
。

④「
ス
ケ
ッ
チ
書
き
の
稽
古
、
即
ち
味
は
ひ
の
あ
る
要
処
だ
け
を
取
り
離
し

て
、
そ
れ
を
細
か
く
書
く
工
夫
を
さ
せ
」
る
こ
と
。

⑤「
組
織
段
取
の
事
を
ざ
つ
と
教
へ
」
る
こ
と
。

⑥「
常
に
実
用
を
忘
れ
ぬ
や
う
に
す
る
」
こ
と
。

　

こ
の
六
つ
の
方
案
に
は
、「
課
題
の
設
定
」「
取
材
」「
描
写
・
記
述
」「
構

成
」「
目
的
意
識
」
な
ど
、
作
文
指
導
の
留
意
点
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。  

本
教
科
書
か
ら
、
そ
の
具
体
的
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

ア　
「
文
題
」
に
よ
る
発
想
・
着
想
指
導

　

五
十
嵐
は
、
自
由
題
で
書
く
こ
と
を
理
想
と
し
た
が
、
何
の
指
導
も
な
く

「
自
身
の
心
か
ら
湧
き
出
で
た
題
材
」
が
生
ま
れ
る
は
ず
も
な
い
。
そ
こ
で
次

の
よ
う
な
「
文
題
」
や
「
文
話
」
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

①　

日
常
生
活
に
即
し
た
文
題

　
「
悲
し
み
と
喜
び
」「
わ
が
好
む
花
」「
起
き
て
か
ら
登
校
ま
で
」「
家
庭
に
起

こ
っ
た
事
」
な
ど
、
身
の
回
り
の
出
来
事
や
季
節
の
変
化
に
取
材
す
る
も
の
を

提
示
し
、
さ
ら
に
、「
芥ご
み

溜た
め

の
箒
」
や
「
蛙
の
声
」
の
よ
う
な
も
の
で
も
、「
趣

味
の
目
」
を
開
い
て
お
け
ば
「
興
味
を
見
出
す
呼
吸
を
会
得
す
る
こ
と
が
出
来

る
」
と
、
着
眼
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

②　

想
像
に
よ
っ
て
書
く
文
題

　
「
擬
人
物
語
」（
巻
二
）
は
、
動
物
、
植
物
、
無
生
物
な
ど
を
擬
人
化
し
て
、

そ
の
動
植
物
な
ど
の
立
場
か
ら
物
事
を
観
察
し
よ
う
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

「
△
△
園
の
石
の
述
懐
」「
破
れ
団
扇
の
身
の
上
話
」「
黒
板
拭
の
一
生
」
な
ど

類
題
を
挙
げ
、
発
想
を
刺
激
し
て
い
る
。
現
代
で
は
「
書
き
換
え
作
文
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
指
導
法
の
非
常
に
早
い
時
期
の
事
例
で
あ
る
。

③　

論
点
の
明
確
化
を
導
く
文
題

　

論
説
文
で
は
、「
家
庭
論
」
や
「
都
会
と
田
舎
」
の
よ
う
に
単
語
で
示
す
だ

け
で
は
な
く
、「
女
学
生
小
説
閲
読
の
可
否
」
と
い
う
刺
激
的
な
題
を
示
し
、

多
面
的
に
も
の
ご
と
を
考
え
る
よ
う
に
導
い
た
。

イ　
「
書
く
場
」
の
条
件
設
定

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
六
何
の
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
聞
記
事
の

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
５
Ｗ
１
Ｈ
」（w

hen? w
here? w

ho? w
hat? w

hy? 

how
?

）
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。﹃
文
章
講
話
﹄
の
「
緒
論
」
に
は
、
次
の
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よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

改
め
て
言
ふ
に
は
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
文
章
は
当あ

て

目め

な
く
書
く
も

の
で
は
な
い
、
必
ず
何
故
に

0

0

0

書
く
か
と
い
ふ
目
的
が
無
け
れ
ば
な
ら
ず
、

而
し
て
其
の
目
的
の
異
な
る
に
従
ツ
て
書
き
様
も
自
然
違
ツ
て
来
ね
ば
な

ら
ぬ
。（
中
略
）
第
二
に
は
何
事
を

0

0

0

書
く
か
と
い
ふ
こ
と
。（
中
略
）
第
三

に
は
何
人
が
何
人
に
向
ツ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

書
く
か
と
い
ふ
こ
と
。（
中
略
）
第
四
は
何0

処
に
て

0

0

0

書
く
か
と
い
ふ
こ
と
。（
中
略
）
第
五
は
何
時

0

0

書
く
か
と
い
ふ
こ

と
。（
中
略
）
最
後
の
要
件
は
如
何
様
に

0

0

0

0

書
く
か
と
い
ふ
こ
と
。
約つ
ゞ

め
て

い
へ
ば
、
何
故
に
、
何
人
が
、
誰
に
対
か
ひ
、
何
時
、
何
処
に
て
、
如
何

な
る
事
を
如
何
様
に
言
ふ
か
又
言
ふ
べ
き
か
と
い
ふ
。
是
れ
文
章
を
作
る

者
の
、
何
人
も
最
初
に
考
へ
定
む
べ
き
事
柄
で
あ
る
。（
同
書
10
～
12
頁
）

　

つ
ま
り
、
文
章
を
書
く
際
に
は
、「
目
的
意
識
」「
立
場
意
識
」「
相
手
意
識
」

「
場
面
意
識
」「
主
題
意
識
」「
方
法
意
識
」
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
書
く
と
い
う
行
為
を
「
相
手
に
伝
え
る
社
会
的
行

為
」
と
し
て
捉
え
、「
場
」
の
条
件
を
意
識
し
て
「
想
」
の
形
成
を
図
る
べ
き

だ
と
考
え
た
と
こ
ろ
に
、
五
十
嵐
の
独
創
性
が
あ
る
。

　

こ
の
「
場
の
設
定
」
が
生
か
さ
れ
る
の
は
書
翰
文
の
指
導
で
あ
る
。「
風
水

害
の
見
舞
」、「
か
る
た
会
に
友
を
招
く
」
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
即
し
た
も
の

だ
け
で
な
く
、「
昔
気
質
の
年
寄
に
孫
娘
を
女
学
校
に
入
る
ゝ
事
を
勧
む
」
の

よ
う
に
ひ
ね
り
の
き
い
た
課
題
も
あ
る
。「
首
尾
よ
く
小
学
校
を
卒
業
し
た
娘

が
あ
つ
て
、
す
ぐ
高
等
女
学
校
に
入
り
た
い
と
思
ふ
が
、
昔
気
質
の
お
祖
母
さ

ん
の
反
対
で
、
無
事
に
入
れ
さ
う
も
な
い
と
い
ふ
場
合
に
、
其
の
お
祖
母
さ
ん

を
説
き
勧
め
て
、
娘
の
志
を
遂
げ
さ
せ
て
や
ら
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
言
葉
遣
い
に
も
注
意
し
な
が
ら
、「
向
う
の
自
尊
心
は
毫
末
も
傷
つ
け

ず
に
、
孫
娘
の
行
末
を
案
ず
る
温
情
に
訴
ふ
」
文
章
を
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
書
翰
文
と
説
明
文
を
組
み
合
わ
せ
た
「
場
の
設
定
」
も
あ
る
。
単
元

「
先
生
に
送
る
手
紙
」
の
例
文
「
赤ト

茄マ

子ト

の
作
り
方
を
知
ら
す
」
の
書
き
出
し

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
御
尋
ね
の
ト
マ
ト
の
作
り
方
に
つ
き
、
父
に

尋
ね
ま
し
て
、
大
要
を
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。」
こ
の
書
き
出
し
を
参
考

に
し
て
手
紙
を
書
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
問
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
、

順
序
立
て
て
説
明
す
る
学
習
が
自
然
な
形
で
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
類
似
の

題
材
は
、﹃
中
等
新
作
文
﹄
で
も
「
物
を
問
は
れ
し
返
事
」
と
し
て
、「
自
分
の

中
学
の
学
風
を
尋
ね
ら
れ
た
に
答
へ
る
手
紙
」「
草
木
花
弁
の
植
え
方
、
育
て

方
、
品
物
の
造
り
方
、
小
動
物
の
養
ひ
方
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
実

用
・
実
務
一
方
の
無
趣
味
な
機
械
的
な
文
章
」
で
あ
っ
て
も
、
書
翰
文
形
式
を

用
い
る
こ
と
で
、
説
明
内
容
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
必
然
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ウ　
「
観
察
の
重
視
」
と
「
中
心
思
想
の
発
見
」

　

五
十
嵐
が
、「
文
話
」
に
お
い
て
強
調
す
る
の
は
、「
観
察
の
重
視
」
と
「
中

心
思
想
の
発
見
」
で
あ
る
。
第
一
「
自
分
の
真
実
思
つ
て
い
る
こ
と
を
、
人
に

解
る
や
う
に
、
人
の
心
持
を
悪
く
せ
ぬ
や
う
に
書
く
の
が
作
文
道
の
い
ろ
は

0

0

0

で

あ
る
」
こ
と
。
第
二
「
手
紙
の
文
に
要
す
る
事
は
、
用
向
の
早
わ
か
り
す
る
こ

と
、
相
手
に
快
く
受
け
ら
れ
る
や
う
に
書
く
こ
と
の
二
つ
」
だ
と
い
う
こ
と
。

第
三
「
記
事
文
に
特
に
要
す
る
事
は
、
細
か
に
観
察
し
て
、
目め

貫ぬ
き

の
要
点
を
委

し
く
し
つ
か
り
と
浮
か
し
て
書
く
」
こ
と
。
記
事
文
の
場
合
は
、
特
に
こ
の
三

つ
が
重
要
だ
と
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
。
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エ　
「
目
分
量
式
」
の
構
想
指
導

　
「
文
章
組
織
論
」
に
は
、「
目
分
量
式
の
組
織
法
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①　

こ
ん
な
事
を
書
い
て
見
よ
う
か
と
思
ひ
つ
い
た
こ
と
を
、
忘
れ
ぬ
や
う
に

成
る
ベ
く
之
れ
を
書
き
留
め
る
や
う
に
す
る
。

②　

中
心
に
な
る
べ
き
思
想
が
見
つ
か
る
と
、
今
度
は
成
る
べ
く
之
れ
を
培
養

し
て
肥
や
し
育
て
ゝ
行
く
事
を
考
へ
る
。
材
料
が
集
ま
つ
て
来
れ
ば
、
そ
れ

を
も
成
る
べ
く
逃
が
さ
ず
に
書
き
留
め
て
お
く
。

③　

い
ろ
い
ろ
の
材
料
が
、
頻
り
に
頭
の
中
で
せ
り
合
ひ
戦
ひ
合
ふ
中
に
、
い

つ
と
な
く
自
分
の
考
が
段
々
に
熟
し
て
来
る
。
熟
す
る
中
に
大
体
の
見
当
が

つ
い
て
向
う
に
光
が
見
え
て
来
る
。
こ
れ
を
合
図
に
、
材
料
を
整
理
し
て
、

筆
を
執
る
。

④　

筆
を
執
る
前
に
は
、
ま
づ
極
大
体
、
始
め
に
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
、
そ

れ
か
ら
こ
ん
な
事
を
書
き
つ
ゞ
け
て
、
大
概
こ
ん
な
処
で
結
尾
に
し
よ
う
と

い
ふ
位
の
見
当
を
定
め
て
、
そ
れ
か
ら
、
か
ね
て
集
め
て
置
い
た
ご
た
ご
た

の
材
料
を
、
始
め
の
方
に
入
用
な
分
、
中
程
で
入
用
な
分
、
終
は
り
の
方
で

入
用
な
分
と
位
に
、
三
つ
四
つ
に
分
け
る
。

⑤　

い
よ
い
よ
筆
を
執
る
時
に
は
、
頭
の
調
子
を
よ
く
し
、
思
想
の
流は

出け

工ぐ
あ
ひ合

を
滑
ら
か
に
す
る
為
め
に
、
気
に
合
つ
た
古
今
の
名
文
や
自
分
の
今
ま
で
書

い
た
も
の
の
中
で
比
較
的
心
に
合
つ
た
も
の
を
口
馴
ら
し
に
読
む
の
も
よ

い
。
そ
れ
か
ら
、
心
を
集
注
し
て
段
々
と
書
き
出
す
。

⑥　

最
初
の
六
七
行
乃
至
半
枚
一
枚
が
曲
り
な
り
に
極
る
と
、
已
に
書
い
た
部

分
を
幾
度
も
読
み
か
へ
し
つ
ゝ
、
調
子
を
つ
け
て
は
、
次
ぎ
の
文
句
へ
、
次

ぎ
の
文
句
へ
と
移
つ
て
行
く
。

⑦　

か
う
し
て
前
の
文
句
に
継
ぎ
足
し
継
ぎ
足
し
し
て
進
ん
で
行
く
間
に
、
集

め
て
お
い
た
材
料
を
嵌
め
込
ん
で
行
く
が
、
終
は
り
ま
で
使
用
さ
れ
ず
に
残

つ
て
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
は
思
ひ
切
つ
て
捨
て
る
が
よ
い
。

⑧　

一
つ
の
文
章
が
纏
ま
つ
て
筆
を
お
い
た
時
に
は
、
是
非
一
服
と
し
、
気
を

抜
い
て
頭
を
さ
ま
し
て
か
ら
、
読
み
直
し
て
手
入
れ
を
す
る
。

オ　
「
添
削
・
評
言
」
に
お
け
る
着
眼
点
の
指
導

　

五
十
嵐
は
、
小
学
校
時
代
に
、
坂ば
ん

蘭
溪
、
上か
み

村む
ら

節
山
と
い
う
二
人
の
師
か
ら

与
え
ら
れ
た
「
圏
点
と
批
評
」
に
作
文
心
を
強
く
刺
戟
さ
れ
た
。
そ
の
体
験
を

踏
ま
え
て
、
実
際
の
文
章
表
現
指
導
に
お
い
て
も
添
削
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

そ
の
添
削
内
容
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
窺
え
る
か
。

　

記
事
文
の
添
削
で
は
、「
用
語
の
穏
当
」「
意
義
の
明
瞭
」「
照
応
接
続
の
可

否
」
に
重
点
を
置
く
も
の
の
、「
中
心
思
想
と
材
料
」
と
が
適
応
し
て
い
る
場

合
は
さ
ほ
ど
厳
し
い
評
言
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
文
章
の
修
飾
」
よ
り
も

「
文
章
の
内
容
」
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
。

　

論
説
文
で
も
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
雅
文
で
し
た
た
め
ら
れ

た
論
説
文
の
事
例
に
対
し
て
は
、「
言
葉
も
落
ち
着
か
ず
、
穏
や
か
に
連
絡
も

せ
ず
、
余
計
な
文
句
は
あ
り
な
が
ら
、
要
点
は
一
向
立
派
に
書
き
表
は
れ
ず
、

唯
だ
わ
ざ
と
ら
し
い
虚
飾
の
文
句
が
並
ん
で
い
る
丈
で
、
真
情
の
殆
ん
ど
現
は

れ
て
ゐ
な
い
文
で
あ
る
。」
と
手
厳
し
い
。
一
方
、
口
語
体
の
「
御
雛
様
と
五

月
人
形
」（
巻
四
）
に
は
、「
漢
文
家
は
よ
く
「
立
意
」
と
い
ふ
事
を
教
へ
る
。

吾
等
は
「
立
意
」
を
第
一
目
的
と
し
て
之
れ
に
拘
泥
し
過
ぎ
る
と
、
文
章
を
拵

へ
物
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
つ
て
、
人
に
勧
め
る
こ
と
を
好
ま
な
い
が
、
文0

章
を
活
か
し
、
面
白
く
す
る
に
睨
み
方
、
意
味
の
附
け
方
、
要
点
の
見
出
だ
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

方
の
大
切
な
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
の
文
章
な
ど
は
最
も
新
ら
し
い
、

面
白
い
、
活
き
た
睨
み
ど
こ
ろ
を
見
出
だ
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
骨
子
と
な
つ
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て
、
全
体
を
非
常
に
引
立
て
ゝ
居
る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
立
意
」

と
あ
る
の
は
、
現
代
で
は
「
ア
イ
デ
ア
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

五
十
嵐
は
、「
達
意
の
文
」
に
よ
っ
て
「
人
を
動
か
す
」
こ
と
の
で
き
る
「
内

容
の
真
実
性
」
を
最
も
尊
重
し
た
が
、「
睨
み
方
、
意
味
の
附
け
方
、
要
点
の

見
出
だ
し
方
」
も
文
章
を
活
か
す
に
は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と

奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
五
十
嵐
の
発
想
・
着
想
指
導
の
一
つ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

五
十
嵐
力
に
学
ぶ
作
文
指
導
の
方
法

　

五
十
嵐
の
作
文
指
導
の
特
徴
は
、
次
の
六
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①「
書
く
場
」
の
自
覚

　
「
六
何
の
説
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
章
を
書
く
と
い
う
行
為
を
実
用

的
・
社
会
的
行
為
と
し
て
捉
え
、
常
に
「
書
く
場
」
を
自
覚
し
て
書
く
よ
う
に

求
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
書
く
学
習
に
必
然
性
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

②「
観
察
」
と
「
焦
点
化
」
の
重
視

　

自
己
の
真
実
を
書
く
こ
と
が
文
章
表
現
の
基
本
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
方
法

と
し
て
、「
細
か
に
観
察
」
し
「
細
か
に
書
く
」
こ
と
を
推
奨
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
中
で
「
要
点
を
浮
か
し
出
す
」
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
た
。

③「
文
題
」
の
工
夫

　

日
常
生
活
に
即
し
た
「
文
題
」
を
与
え
、「
平
凡
に
興
味
を
見
出
す
呼
吸
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
作
品
例
や
類
題
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
発
想
・
着
想
の
契
機
と
し
て
生
か
そ
う
と
し
た
。

④「
虚
構
の
作
文
」
の
活
用

　
「
擬
人
物
語
」
の
よ
う
に
、
視
点
を
転
じ
る
こ
と
や
、
書
く
立
場
を
明
確
に

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
体
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
生
徒
の
発
想

を
柔
ら
か
く
し
、
ア
イ
デ
ア
を
産
み
出
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

⑤「
添
削
」
及
び
「
評
言
」
に
よ
る
刺
激

　
「
思
想
の
明
写
」
や
「
言
表
の
穏
健
」
に
重
点
を
置
い
た
添
削
を
行
う
と
と

も
に
、
着
眼
点
の
良
否
に
重
点
を
お
い
た
評
言
を
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
。

⑥「
目
分
量
式
」
の
構
想
指
導

　

文
章
展
開
法
に
つ
い
て
は
、「
目
分
量
式
」
に
、「
始
め
」「
中
」「
終
は
り
」

の
見
通
し
を
つ
け
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
強
調
し
た
。「
文
章
に
関
す
る
通
理
」

を
習
得
さ
せ
る
必
要
を
認
め
つ
つ
、「
書
く
内
容
の
発
見
」
を
優
先
さ
せ
、
そ

の
「
想
」
の
活
き
た
展
開
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
。

五　

佐
々
政
一
の
修
辞
学
研
究
と
作
文
教
育

1　

佐
々
政
一
の
略
歴
と
業
績

　

佐さ
っ
さ々

政ま
さ

一か
ず

（
一
八
七
二
～
一
九
一
七
）
は
、﹃
俳
句
大
観
﹄（
一
九
一
六
）
な

ど
の
俳
諧
研
究
の
み
な
ら
ず
、﹃
修
辞
法
﹄（
一
九
〇
一
）、﹃
新
撰
叙
事
文
講

話
﹄（
一
九
一
六
）、﹃
新
撰
記
事
文
講
話
﹄（
一
九
一
六
）、﹃
修
辞
法
講
話
﹄

（
一
九
一
七
）
な
ど
、
修
辞
学
に
お
い
て
も
独
自
の
業
績
を
あ
げ
て
き
た
。
な

か
で
も
﹃
修
辞
法
講
話
﹄
の
附
録
「
作
文
教
授
法
」
に
は
、
課
題
作
文
の
あ
り

方
、
添
削
と
推
敲
の
あ
り
方
な
ど
、
具
体
的
指
導
法
が
説
述
さ
れ
て
お
り
、
教

育
実
践
に
資
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

佐
々
は
ま
た
、
優
れ
た
実
践
者
で
も
あ
っ
た
。
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年

八
月
以
降
、
約
二
〇
年
に
わ
た
り
、
第
二
高
等
学
校
、
山
口
高
等
学
校
、
東
京
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高
等
師
範
学
校
に
お
い
て
、
作
文
指
導
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の

教
授
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
野
地
潤
家10
が
吉
野
作
造
の
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
。

佐
々
は
、「
一
個
の
議
論
と
し
て
成
立
つ
か
、
一
個
の
議
論
と
し
て
力
あ
る
も

の
と
な
っ
て
お
る
か
」
と
い
う
内
容
面
の
見
地
か
ら
幾
度
も
書
き
直
し
を
求

め
、
吉
野
を
し
て
「
此マ

マ時
を
機
と
し
て
私
の
作
文
す
る
時
の
態
度
や
心
持
が
一

変
し
た
」
と
感
ぜ
し
め
る
ほ
ど
の
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
実
践
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
、﹃
日
本
作
文
法
﹄（
一
九
〇
三
）
及

び
﹃
中
学
作
文
講
話
﹄（
一
九
一
七
）
は
、
修
辞
法
を
諄
々
と
説
く
解
説
書
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
文
種
別
に
系
統
立
て
ら
れ
、
文
章
作
成
過
程
に
配
慮
し
た

課
題
を
織
り
込
ん
だ
実
際
的
な
学
習
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。﹃
日
本
作
文

法
﹄
は
、
飛
田
多
喜
雄
に
よ
っ
て
「
明
治
三
〇
年
代
の
作
文
教
科
書
と
し
て
画

期
的
な
も
の
」
で
あ
り
「
今
日
的
観
点
か
ら
も
価
値
の
高
い
も
の11
」
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
た
。
一
方
、﹃
中
学
作
文
講
話
﹄
は
、
野
地
潤
家
に
よ
っ
て
、
多
彩

な
課
題
設
定
が
な
さ
れ
た
優
れ
た
作
文
自
習
書
で
あ
り
、「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

へ
の
具
体
的
考
案
も
み
ら
れ
る12
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
具
体
的
考
案
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
学
習
者
の
「
想
」
の
形
成
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

2　
﹃
日
本
作
文
法
﹄
及
び
﹃
中
等
作
文
講
話
﹄
の
構
成
と
教
育
的
配
慮

　
﹃
日
本
作
文
法
﹄（
全
五
巻
、
和
綴
本
）
は
、
佐
々
の
﹃
修
辞
法
﹄（
ヒ
ル
の

﹃
修
辞
法
原
理
﹄
の
翻
訳
）
を
理
論
的
な
拠
り
所
と
し
て
、
中
学
生
用
に
ま
と

め
ら
れ
た
作
文
教
科
書
で
あ
る
。

　

一
方
、﹃
中
学
作
文
講
話
﹄（
全
二
九
七
頁
、
袖
珍
本
）
は
、
授
業
だ
け
で
な

く
、
自
学
独
習
に
も
適
応
す
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
作
文
自
習
書
で
あ
る
。
刊

行
八
年
に
し
て
第
十
二
版
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
中
学
生
に
読
ま
れ

た
。
理
論
的
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
の
は
﹃
修
辞
法
講
話
﹄
で
あ
る
。

　

文
種
は
、
第
一
編
に
書
翰
文
、
第
二
編
に
記
事
文
と
叙
事
文
、
第
三
編
に
説

明
文
、
第
四
編
に
議
論
文
を
配
し
て
い
る
。﹃
日
本
作
文
法
﹄
に
お
い
て
巻
三

に
配
置
さ
れ
て
い
た
伝
記
文
は
説
明
文
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
議
論
文
に

進
む
前
段
階
と
し
て
は
、
記
事
文
と
叙
事
文
と
を
兼
ね
た
伝
記
文
よ
り
も
、
梗

概
や
摘
要
を
書
く
練
習
に
相
当
す
る
説
明
文
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
種
の
配
当
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
最
も
多
く

習
熟
さ
せ
る
も
の
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
学
習
事
項
の
重
点
化
と
弾
力
化
を

図
る
こ
と
が
実
際
的
だ
と
佐
々
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

3　

作
文
課
題
の
文
種
別
特
徴

　

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア　
「
書
翰
文
」
の
場
合

　

書
翰
文
の
課
題
で
は
、「
場
の
設
定
」
を
明
確
に
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。
例
え
ば
、「
書
物
の
借
覧
を
乞
ふ
文
」
を
書
く
際
に
は
、
送
り
先
と
内

容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
条
件
を
設
定
し
て
い
る
。

（
い
）、
小
学
校
時
代
の
先
生
。（
自
分
は
貧
乏
で
書
物
な
ど
買
ふ
こ
と
が
出
来

ね
ば
、
何
か
有
益
な
書
物
で
、
当
分
不
用
の
も
の
あ
ら
ば
、
貸
し
て
下
さ
い

と
依
頼
す
る
こ
と
。
貸
し
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
こ
の
次
の
休
暇
に
自
分
が
拝

借
に
行
く
と
い
ふ
こ
と
。）

　

一
見
窮
屈
な
学
習
活
動
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な

い
。
む
し
ろ
「
場
」
の
条
件
が
明
確
な
の
で
、
形
式
の
習
得
と
内
容
の
拡
充
に
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集
中
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
書
き
手
の
状
況
や
伝
え
る
べ
き
用
件
が
定
ま
っ
て

お
れ
ば
、
そ
の
条
件
を
着
想
の
タ
ネ
と
し
て
、
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
や
す
く
な

る
の
で
あ
る
。

イ　
「
記
事
文
」
の
場
合

①　
「
観
察
」「
取
材
・
選
材
」「
配
列
」

　

記
事
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
文
章
作
成
過
程
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
記
事
文
と
は
何
ぞ
」／「
先
づ
観
察
す
る
を
要
す
」／「
材
料
を
か
き
な
ら
べ

よ
」／「
材
料
を
漏
ら
す
な
」／「
材
料
取
捨
の
標
準
」／「
順
序
一
、
観
察
の
順
序

に
よ
る
」／「
練
習
」／「
順
序
二
、
大
体
よ
り
枝
葉
に
進
む
」／「
練
習
」

　

こ
こ
で
は
、
配
列
法
を
学
ば
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
観
察
」
と
「
選
材
」

を
重
視
し
、
内
容
を
焦
点
化
す
る
よ
う
に
導
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

配
列
法
の
学
習
は
、
書
き
手
が
「
書
く
に
値
す
る
内
容
」
を
明
確
に
捉
え
ら
れ

る
状
態
に
な
っ
て
い
て
こ
そ
実
の
あ
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
逆
に
、
配
列
法
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
漠
然
と
し
た
状
態
の
「
想
」
が
整
理
さ
れ
て
い
く
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
想
の
形
成
」
と
「
配
列
法
」
の
学
習
と
を
関

連
づ
け
て
い
る
点
に
、
課
題
の
質
の
高
さ
が
窺
え
る
。

②　

記
事
文
の
定
義
の
明
確
化
と
記
述
上
の
注
意

　

佐
々
は
、
記
事
文
を
「
科
学
的
・
客
観
的
記
事
文
」
と
「
文
学
的
・
主
観
的

記
事
文
」
に
細
分
化
し
た
う
え
で
、「
文
学
的
・
主
観
的
記
事
文
」
を
書
く
際

に
は
、「
明
か
に
想
像
す
る
こ
と
」、「
特
色
に
注
意
す
る
こ
と
」、「
其
の
事
物

に
対
し
た
時
の
心
持
を
書
く
こ
と
」
の
三
点
に
留
意
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
記
述
に
つ
い
て
は
、「
描
か
う
と
思
ふ
事
物
が
働
い
て
ゐ
る
時
間
」

を
見
つ
け
て
、「
動
作
の
意
味
を
含
ん
だ
文
句
」
を
用
い
る
よ
う
に
勧
め
て
い

る
。「
山
あ
り
」
よ
り
も
「
山
聳
ゆ
」
と
述
べ
る
方
が
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
見
た
時
の
こ
と
を
談
話
す
る
形
で
、
見
た
も
の
の
形
、
有
様
、
又

は
性
質
を
知
ら
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
説
話
体
の
記
事
文
」
で
書
く
課

題
も
提
示
し
て
い
る
。

︻
課
題
︼
左
の
題
の
一
つ
を
取
つ
て
、
普
通
の
記
事
文
と
説
話
体
の
記
事
文
と

の
各
一
編
を
作
れ
。
同
じ
題
で
、
違
つ
た
書
き
方
を
し
て
見
る
と
、
始
め
て

説
話
体
の
記
事
文
の
用
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

・
我
が
住
む
町
／
・
近
傍
の
兵
営
／
・
学
校
、
又
は
寺
院
／
・
雪
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
記
事
文
に
お
い
て
も
、
常
に
「
取
材
・
選
材
」↓「
構
成
・

配
列
」↓
範
文
に
よ
る
「
文
体
」
の
理
解
↓「
実
作
」
と
い
う
学
習
手
順
を
踏
ん

で
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、「
静
的
な
描
写
」
か
ら
「
動
的
な
描
写
」

へ
と
導
い
て
い
る
点
に
も
、
学
習
過
程
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。「
文
学
的
記

事
文
」
や
「
説
話
体
の
記
事
文
」
を
挟
み
込
む
こ
と
で
、
記
事
文
か
ら
叙
事
文

へ
の
移
行
を
円
滑
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ　
「
叙
事
文
」
の
場
合

　

叙
事
文
で
は
、「
主
想
」
と
「
観
察
点
」
を
強
調
し
、
リ
ラ
イ
ト
（
書
き
換

え
）
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
「
主
想
」
と
「
観
察
点
」
は
、「
実
に
こ
れ
が
統

一
の
生
命
で
あ
り
、
従
つ
て
文
の
生
命
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
重

要
な
も
の
で
あ
る
。

①　
「
主
想
」
の
確
定
と
「
材
料
」
の
取
捨

　
「
主
想
」
の
確
定
と
と
も
に
、「
取
材
」
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
夏
日

に
海
岸
へ
遊
び
に
行
つ
た
こ
と
」
を
話
題
と
す
る
場
合
で
も
、「
主
想
が
変
ず

れ
ば
材
料
の
取
捨
も
変
化
す
る
」
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

②　
「
叙
事
文
の
観
察
点
」
と
「
書
き
換
え
」

　
「
観
察
点
」
に
つ
い
て
は
、「
観
察
点
を
変
ぜ
ざ
る
こ
と
」
が
肝
要
で
あ
る
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が
、
文
の
活
気
を
増
す
た
め
に
「
観
察
点
を
変
じ
た
方
が
よ
い
」
場
合
も
あ
る

と
言
う
。
課
題
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

︻
課
題
︼
観
察
点
と
い
ふ
こ
と
の
明
白
に
わ
か
る
様
に
、
且
つ
観
察
点
を
変
ず

る
必
要
を
も
理
解
す
る
為
に
、「
人
に
よ
つ
て
法
を
ま
げ
ず
」
と
い
ふ
文
を
、

（1）　

終
始
、
徳
太
郎
よ
り
見
た
る
文
に
改
め
よ
。

（2）　

終
始
、
大
岡
忠
右
衛
門
よ
り
見
た
る
文
に
改
め
よ
。

（3）　

終
始
、
大
岡
忠
右
衛
門
の
下
役
人
よ
り
見
た
る
文
に
改
め
よ
。

︻
課
題
︼
左
の
文
中
の
事
柄
（「
木
の
証
人
」
と
題
す
る
四
〇
〇
字
程
度
の
小

話
。
引
用
者
注
）
を
、
判
事
が
友
人
に
申
し
送
る
書
翰
文
に
改
め
よ
。（
こ

の
文
は
、
傍
観
者
が
観
察
し
た
様
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
判
事
の
心

に
な
つ
て
、
判
事
に
観
察
点
を
置
い
て
記
す
の
で
あ
る
。）

︻
課
題
︼
今
一
つ
左
の
文
（「
釜
ぬ
す
人
」
と
題
す
る
三
五
〇
字
程
度
の
小
話
。

引
用
者
注
）
を
、
釜
を
盗
ま
れ
た
人
の
書
い
た
文
に
改
作
せ
よ
。

③　
「
叙
事
文
の
流
動
」

　

叙
事
文
の
最
後
の
課
題
は
「
叙
事
文
の
流
動
」
で
あ
る
。「
流
動
」
と
は
時

間
の
経
過
と
と
も
に
生
じ
る
変
化
を
指
す
。
動
作
や
出
来
事
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
常
に
「
流
動
す
る
」
の
で
、「
流
動
の
遅
速
を
、
如
何
様
に
も
自
由

に
書
き
改
め
る
」
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
事
件
を
綿
密
に
記
す

場
合
と
事
柄
の
要
点
だ
け
を
叙
す
場
合
と
を
使
い
分
け
る
こ
と
」、「
流
動
の
久

し
く
中
止
し
な
い
様
に
す
る
こ
と
」、「
流
動
の
な
る
べ
く
逆
行
し
な
い
様
に
す

る
こ
と
」
を
注
意
点
と
し
て
挙
げ
、
描
写
の
粗
密
の
使
い
分
け
と
配
列
の
仕
方

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

エ　
「
説
明
文
」
の
場
合

　

説
明
文
に
お
い
て
は
、「
種
類
」「
特
色
」「
分
類
」「
実
例
」「
対
称
と
疑
似
」

「
語
源
」「
歴
史
的
変
遷
」
と
い
う
七
つ
の
観
点
を
提
示
し
、
説
明
対
象
（
文

章
／
机
／
筆
／
石
／
花
／
算
術
／
小
説
／
歌
）
を
詳
し
く
分
析
し
、
綿
密
に
説

明
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
三
編
第
三
課
で
は
、「
縮
約
」
と
「
敷
衍
」
を
課
し
て
い
る
。「
読

本
の
文
」
や
「
自
分
の
作
っ
た
文
章
」
を
縮
約
し
て
摘
要
を
作
る
こ
と
。
次

に
、「
摘
要
を
作
つ
た
ら
、
そ
の
摘
要
を
集
め
て
、
梗
概
を
作
つ
て
み
る
」
こ

と
。
さ
ら
に
、「
半
月
か
一
月
ほ
ど
た
つ
て
原
文
を
忘
れ
た
頃
に
、
摘
要
と
梗

概
を
基
と
し
て
、
原
文
を
見
ず
に
、
原
文
と
同
様
の
も
の
を
作
つ
て
み
る
こ

と
」
を
勧
め
て
い
る
。

オ　
「
議
論
文
」
の
場
合

　

議
論
文
に
お
い
て
は
、「
命
題
」
の
立
て
方
と
「
証
明
」
の
方
法
、
な
か
で

も
「
演
繹
法
と
帰
納
法
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

第
一
段
階
で
は
、
名
詞
の
題
を
手
が
か
り
に
自
分
で
命
題
を
作
る
。
例
え

ば
、「
北
条
義
時
論
」
な
ら
ば
、「
北
条
義
時
は
不
忠
の
臣
な
り
」「
北
条
義
時

は
英
雄
な
り
」
の
よ
う
に
多
く
の
命
題
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
。

　

第
二
段
階
で
は
、
直
接
証
明
と
間
接
証
明
を
学
ぶ
。
前
者
は
、
該
当
す
る
事

実
を
証
拠
と
し
て
あ
げ
る
方
法
で
あ
り
、
後
者
は
、
反
対
説
が
間
違
い
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
て
間
接
に
証
拠
立
て
る
方
法
で
あ
る
。

　

第
三
段
階
で
は
、
演
繹
法
の
練
習
と
し
て
、
三
段
論
法
に
書
き
改
め
る
。
例

え
ば
、「
彼
は
勉
強
せ
ざ
る
が
故
に
落
第
す
べ
し
」
を
、「
勉
強
せ
ざ
る
も
の
は

悉
く
落
第
す
べ
し
。（
大
前
提
）／
彼
は
勉
強
せ
ず
。（
小
前
提
）／
故
に
、
彼
は

落
第
す
べ
し
。（
結
論
）」
と
書
き
換
え
て
い
く
。

　

第
四
段
階
は
、
演
繹
法
の
過
誤
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
右
の
事
例
も
、
大

前
提
が
論
拠
薄
弱
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
説
明
や
証
拠
を
加
え
る
必
要
が
あ

58-01田中.indd   13 2017/03/16   9:56:09



―　　―15 ―　　―14

る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
で
立
て
た
命
題
を
三
段
に
書
き
換
え
、
い
ず
れ
の
部

分
が
最
も
説
明
や
証
拠
を
要
す
る
か
を
考
え
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

第
五
段
階
は
、
帰
納
法
の
検
討
で
あ
る
。
帰
納
法
は
、「
一
定
の
範
囲
内
の

事
実
か
ら
推
し
て
、
時
間
や
場
所
の
範
囲
を
取
去
つ
た
断
定
を
下
す
方
法
」
だ

か
ら
、「
因
果
関
係
は
明
白
か
」「
反
証
は
挙
げ
う
る
か
」「
例
証
は
十
分
か
」

と
い
っ
た
観
点
か
ら
十
分
に
検
討
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
議
論
文
」
に
お
け
る
課
題
で
は
、
命
題
を
立
て
る
こ
と
、
及

び
、
そ
の
命
題
と
証
拠
と
が
論
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

4　

佐
々
政
一
に
学
ぶ
作
文
指
導
の
方
法

　

佐
々
の
「
各
文
種
の
指
導
事
項
と
課
題
」
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

①　

書
翰
文
で
は
、「
場
の
設
定
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
。

②　

記
述
文
で
は
、「
観
察
」
と
「
選
材
」
を
重
視
し
「
内
容
の
焦
点
化
」
を

導
く
と
と
も
に
、「
配
列
法
」
の
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
。

③　

叙
事
文
で
は
、「
主
想
」
の
決
定
と
「
観
察
点
」
の
明
確
化
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
学
習
法
と
し
て
「
リ
ラ
イ
ト
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
。

④　

説
明
文
で
は
、
観
点
を
提
示
し
て
説
明
対
象
を
詳
し
く
分
析
す
る
よ
う
に

求
め
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
、
文
章
の
構
造
を

理
解
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
こ
と
。

⑤　

議
論
文
で
は
、「
命
題
」
の
立
て
方
と
「
証
明
」
の
方
法
（
演
繹
法
と
帰

納
法
）
の
習
得
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
佐
々
の
考
案
し
た
作
文
課
題
は
、
文
章
表
現
過
程
に
沿
っ
て

文
章
を
構
築
し
て
い
く
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
同
時
に
、
学
習
者
の
「
想
」
の
形
成
を
促
す
工
夫
を
随
所
に
織
り
込
ん

だ
実
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
書
く
内
容
の
発
見
」（
想
の
形

成
）
と
「
書
く
方
法
の
習
得
」（
文
章
展
開
法
の
獲
得
）
と
を
関
連
づ
け
た
指

導
の
典
型
を
示
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

六　

金
子
彦
二
郎
の
中
等
作
文
教
育
理
論
と
実
践

1　

金
子
彦
二
郎
の
経
歴
と
業
績

　

金
子
彦
二
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
五
八
）
は
、
芦
田
恵
之
助
の
考
え
方
と

佐
々
政
一
の
修
辞
学
理
論
を
結
合
さ
せ
て
、
高
等
女
学
校
用
作
文
教
科
書
を
数

多
く
編
集
し
、
中
等
作
文
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

　

新
潟
県
の
尋
常
高
等
小
学
校
、
石
川
県
女
子
師
範
学
校
、
石
川
県
立
第
二
高

等
女
学
校
、
新
潟
県
立
三
条
中
学
校
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
を
経
て
、

一
九
二
一
年
か
ら
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
諭
兼
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

教
授
と
し
て
勤
務
。
そ
の
間
、
授
業
実
践
に
精
力
を
注
ぎ
つ
つ
、
東
京
高
等
師

範
学
校
に
入
学
し
て
学
問
的
研
鑽
を
積
み
、
一
九
一
六
年
（
二
七
歳
）
に
は
、

﹃
国
語
教
育
﹄（
保
科
孝
一
主
幹
、
育
英
書
院
）
に
実
践
報
告
「
我
が
作
文
教

授13
」
を
連
載
し
た
。
一
九
二
九
年
に
東
京
文
理
科
大
学
研
究
科
（
国
語
国
文

科
）
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
勤
め
つ
つ
、﹃
白
氏

文
集
﹄
の
索
引
を
作
成
。
一
九
四
三
年
に
は
、﹃
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
、

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
﹄
を
刊
行
し
て
、
帝
国
学
士
院
賞
及
び
日
本
文

学
報
国
会
国
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

金
子
が
編
集
し
た
教
科
書
・
副
読
本
は
三
一
種
を
数
え
、
中
等
国
語
教
育
関

係
の
著
書
は
、
単
著
一
〇
冊
、
個
人
雑
誌
一
種
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
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作
文
教
育
に
関
す
る
主
な
著
述
（
＊
は
教
科
書
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①﹃
女
子
作
文
の
考
へ
方
作
り
方
及
び
文
例
﹄（
一
九
一
六
）

　

②
＊﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
初
版
（
全
四
巻
）（
一
九
二
五
）

　

③﹃
新
文
話
と
文
の
教
育
﹄（
一
九
二
九
）

　

④
＊﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
修
正
再
版
（
全
五
巻
）（
一
九
三
〇
）

　

⑤﹃
智
目
と
行
足
と
の
新
国
語
教
授
﹄（
一
九
三
六
）

　

⑥
＊﹃
新
進
女
子
作
文
﹄（
全
四
巻
）（
一
九
三
九
）

　

⑦
＊﹃
明
る
い
中
学
作
文
﹄（
全
六
巻
）（
一
九
四
九
）

　
﹃
女
子
作
文
の
考
へ
方
作
り
方
及
び
文
例
﹄
に
対
し
て
、
佐
々
は
「
修
辞
又

は
作
文
教
授
に
関
し
て
、
自
分
が
君
に
教
へ
た
と
こ
ろ
は
、
思
へ
ば
唯
空
漠
た

る
概
念
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
然
る
に
今
、
本
書
に
対
す
れ
ば
、
自
分
の
信
じ
て

ゐ
る
と
こ
ろ
、
伝
へ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
鮮
や
か
な
具
体
的
な
形
と
な
つ

て
、
眼
前
に
浮
か
び
出
た
や
う
な
感
が
あ
る
」
と
い
う
賛
辞
を
贈
り
、
芦
田
は

「
当
今
の
女
子
作
文
の
振
興
は
、
君
を
ま
つ
て
始
め
て
そ
の
緒
に
つ
く
か
と
う

れ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
本
は
八
个
月
の
内
に
三
版
を
重
ね
る
ほ
ど
に

評
判
が
高
く
、﹃
新
教
育
﹄（
成
蹊
学
園
）
の
新
刊
紹
介
で
も
絶
賛
さ
れ
た
。

　

野
地
潤
家
も
、
金
子
の
実
践
報
告
「
我
が
作
文
教
授
」
を
「
作
文
教
授
の
核

心
に
迫
っ
て
い
る14
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
教
科
書
﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
修

正
再
版
や
﹃
新
進
女
子
作
文
﹄
に
つ
い
て
、
構
成
や
実
例
提
示
の
仕
方
が
「
当

時
と
し
て
可
能
な
限
り
学
習
者
の
作
文
学
習
に
寄
与
し
う
る
よ
う
に
く
ふ
う
さ

れ
、
配
慮
さ
れ
て
い
た
」
と
教
科
書
と
し
て
の
完
成
度
の
高
さ
を
認
め
た
。
さ

ら
に
、
金
子
の
実
践
記
録
「
作
文
科
教
授
記
録
の
全
面
的
公
開15
」
に
お
け
る

生
徒
作
品
の
取
り
上
げ
方
や
授
業
の
進
め
方
を
取
り
上
げ
、「
優
れ
た
授
業
構

想
力
」
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。

２　
﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
の
特
徴

　

金
子
の
編
集
し
た
作
文
教
科
書
﹃
現
代
女
子
作
文
﹄（
Ｂ
６
判
、
一
九
二
五
）

は
、
当
初
は
全
四
巻
で
あ
っ
た
が
、
三
年
後
に
巻
五
が
発
行
さ
れ
た
。「
高
等

女
学
校
令
」
改
正
に
よ
り
五
年
制
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
学
校
数
も
急
増
し

た
こ
と
に
伴
い
、
五
年
生
用
教
科
書
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

一
九
三
〇
年
に
は
、﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
修
正
再
版
（
全
五
巻
）
が
発
行
さ
れ
、

全
国
の
高
等
女
学
校
で
活
用
さ
れ
た
。

　

本
教
科
書
の
特
徴
は
、
金
子
自
身
が
東
京
・
京
都
・
金
沢
の
各
高
等
女
学
校

及
び
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
八
年
間
に
わ
た
っ
て
実
践
し
た
教
授
要
目
と
、

そ
の
授
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
生
徒
作
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。「
緒
言
」（
巻
一
）
に
は
、
本
書
の
編
集
の
ね
ら
い
や
工
夫
点
が
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　
「
何
も
書
く
こ
と
が
無
い
と
い
ふ
生
徒
も
、
実
は
書
く
ベ
き
材
料
を
持
合

し
て
な
い
の
で
は
な
く
て
、
如
何
な
る
方
面
に
着
眼
す
べ
き
か
に
思
ひ
当
ら

な
い
者
」
だ
か
ら
、
着
想
や
取
材
方
面
や
表
現
形
式
等
に
関
す
る
「
暗
示
的

指
導
」
を
試
み
た
。

②　

作
品
例
は
全
篇
、
同
級
・
同
年
輩
の
生
徒
が
作
っ
た
優
秀
作
品
を
採
録

し
、「
鑑
賞
批
評
の
材
料
」
と
「
努
力
仰
望
の
標
的
」
た
ら
し
め
た
。

③　

作
文
を
愛
好
せ
し
め
る
為
に
、
出
来
る
限
り
「
生
徒
達
の
趣
味
性
を
満
足

さ
せ
得
る
題
材
」
を
選
ん
だ
。

④　
「
お
話
の
続
き
の
創
作
」「
絵
画
に
表
れ
て
ゐ
る
情
景
の
描
写
」「
ヱ
ハ
ガ

キ
文
の
実
習
」「
短
い
挿
話
の
脚
色
」「
遠
足
の
童
謡
化
」
な
ど
、
新
し
い
試

み
を
企
て
た
。

⑤　

修
辞
法
の
知
識
は
必
要
な
も
の
の
み
を
掲
げ
、
活
用
を
期
す
る
為
に
、
欄

58-01田中.indd   15 2017/03/16   9:56:09



―　　―17 ―　　―16

外
の
鑑
賞
に
お
い
て
そ
の
知
識
を
応
用
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
。

⑥　

文
例
の
後
に
は
必
ず
鑑
賞
批
評
を
試
み
、
欄
外
に
も
短
評
を
加
え
た
。

⑦　

誤
字
や
仮
名
遣
や
文
法
上
の
誤
謬
の
最
も
共
通
的
な
も
の
を
、
欄
外
に
摘

記
し
て
注
意
を
促
し
、
生
徒
達
の
誤
記
・
誤
用
を
予
防
し
、
文
法
科
の
知
識

の
活
用
を
促
す
と
共
に
、
教
授
者
の
添
削
の
労
を
少
く
し
て
、
作
文
科
の
能

率
増
進
を
図
っ
た
。

⑧　

書
牘
文
は
、
な
る
べ
く
少
な
く
し
て
、
実
際
の
必
要
に
応
じ
て
作
ら
せ
る

工
夫
を
講
じ
た
。

⑨　

口
絵
・
挿
絵
・
組
版
か
ら
装
幀
の
上
に
も
考
慮
を
め
ぐ
ら
し
、
少
女
達
の

趣
味
性
の
涵
養
の
一
助
に
、
特
に
意
を
用
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
題
材
の
選
択
」
に
十
分
な
配
慮
を
お
こ
な
い
、「
着
眼
点
の

暗
示
」
を
与
え
た
り
、「
文
体
上
の
工
夫
」
を
勧
め
た
り
し
て
、「
作
文
を
愛
好

す
る
」
精
神
を
養
う
こ
と
を
第
一
目
標
と
し
て
編
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時

は
ま
だ
、
作
文
は
「
文
語
文
ヲ
主
ト
」
す
る
規
定
（「
高
等
女
学
校
作
文
科
教

授
要
目
」）
が
残
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
時
代
の
趨
勢
と
実
際
生
活
の

要
求
」
に
鑑
み
、
書
翰
文
も
含
め
て
、
全
て
口
語
文
を
採
用
す
る
な
ど
、
斬
新

で
先
進
的
な
教
科
書
で
あ
っ
た
。

3　
﹃
現
代
女
子
作
文
﹄
の
単
元
構
成
と
「
文
話
」
の
内
容

　

各
巻
平
均
全
二
一
課
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
文
話
だ
け
の
単
元

は
三
～
五
課
に
と
ど
め
ら
れ
、
残
り
は
す
べ
て
課
題
中
心
の
単
元
と
な
っ
て
い

る
。「
文
話
」
に
一
時
間
、「
課
題
」
に
二
時
間
を
配
当
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
一
年
間

で
実
践
で
き
る
適
度
な
単
元
数
で
あ
る
。

　
「
文
話
」
で
、
金
子
が
強
調
し
た
の
は
、
次
の
五
点
で
あ
る
。

　

第
一
、
真
実
を
書
こ
う
と
す
る
精
神
を
持
つ
こ
と
。

　

第
二
、
対
象
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
。

　

第
三
、
中
心
点
を
際
だ
た
せ
、
他
は
暗
示
的
に
表
す
こ
と
。

　

第
四
、
書
き
手
の
立
脚
点
や
位
置
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

　

第
五
、
個
性
的
な
見
方
を
持
つ
こ
と
。

　

例
え
ば
、
巻
一
の
文
話
で
は
、「
中
心
点
を
際
だ
つ
や
う
に
表
は
す
」
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
砂
糖
の
甘
さ
を
際
だ
た
せ
る
に
は
水
の
量
と
の
適
度
な
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
な
よ
う
に
、「
主
想
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
潔
な

表
現
を
志
せ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

巻
二
の
文
話
で
は
、「
新
奇
な
そ
し
て
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
」
を
つ
け
、

「
書
き
出
し
と
結
び
」
に
細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。「
描

写
」
に
つ
い
て
は
、「
容
貌
や
風
采
の
特
徴
」「
表
情
・
動
作
の
特
異
な
点
」

「
言
葉
の
特
徴
や
癖
」
な
ど
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。「
文
体
」
に

つ
い
て
は
、
作
者
と
読
者
と
事
件
と
の
位
置
に
着
目
し
、「
説
明
体
」「
対
話
挿

入
の
説
明
体
」「
対
話
体
」「
自
叙
伝
体
」
の
四
態
に
分
け
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
。

　

巻
三
の
文
話
で
は
、「
独
創
の
暗
示
を
得
る
た
め
の
模
倣
は
許
す
べ
き
」
だ

と
主
張
し
、
写
生
文
に
つ
い
て
は
、「
輪
郭
を
限
定
す
る
こ
と
」「
絵
画
的
に
写

す
こ
と
」「
山
場
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
の
三
つ
の
着
眼
点
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、「
自
叙
伝
体
」
を
用
い
て
「
現
在
法
」
や
「
断
叙
法
」
を
活
用
せ
よ
と

も
説
い
て
い
る
。

　

巻
四
の
文
話
で
は
、
個
性
的
な
見
方
で
も
の
ご
と
の
「
真
実
」
を
捉
え
、
そ

の
「
主
要
な
本
質
的
属
性
だ
け
を
描
き
出
し
て
、
他
は
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
に

想
像
さ
せ
、
自
ら
創
作
す
る
や
う
な
感
じ
を
味
は
せ
る
」
の
が
勝
れ
た
方
法
で
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あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

巻
五
の
文
話
で
は
、
よ
く
「
観
察
」
す
る
こ
と
、「
立
脚
点
」（
物
象
と
の
適

度
の
距
離
）
を
正
し
く
設
定
す
る
こ
と
、「
真
善
美
を
増
盛
発
揚
せ
し
む
位
置
」

を
選
定
す
る
こ
と
な
ど
を
強
調
し
て
い
る
。

4　

課
題
の
特
徴
と
内
容

　

各
単
元
は
、
主
題
（
題
材
）
別
に
設
定
さ
れ
、「
講
話
」「
生
徒
作
文
例
（
数

編
）」「
鑑
賞
・
短
評
」
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
講
話
で
着
眼

点
を
暗
示
し
、
優
秀
作
と
そ
の
鑑
賞
と
短
評
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ー
ル

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

題
材
は
、
学
校
生
活
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
低
学
年
で
は
季
節
の
変

化
に
即
し
た
課
題
を
設
定
し
、
高
学
年
で
は
、「
左
側
通
行
論
」「
東
京
（
震
災

の
前
後
）」
な
ど
社
会
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
導
い
て
い
る
。

　
「
物
語
・
創
作
」
に
お
け
る
「
改
作
」
が
多
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
物
語

や
詩
歌
に
素
材
を
求
め
、
原
作
を
手
が
か
り
に
書
き
換
え
さ
せ
て
い
る
。

5　

課
題
設
定
の
考
え
方

（
1
）
随
意
選
題
と
課
題
主
義

　

金
子
は
、
随
意
選
題
を
理
想
と
し
つ
つ
、
現
実
的
な
指
導
法
と
し
て
課
題
主

義
を
選
択
し
た
。「
自
然
に
放
任
し
て
お
け
ば
、（
中
略
）
生
徒
の
作
文
能
力
の

進
歩
に
む
ら
が
出
来
る
し
、
又
或
偏
し
た
文
ば
か
り
書
き
な
れ
て
、
そ
れ
以
外

の
文
章
が
書
け
な
い
と
い
ふ
不
自
由
な
人
に
な
つ
て
も
困
る
の
で
、
学
校
で
は

種
々
雑
多
の
文
章
練
習
の
機
会
を
み
ん
な
に
与
へ
る
為
に
、
主
と
し
て
課
題
主

義
で
や
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
金
子
の
願
い
は
、「
書
く
必
要
の
あ
る
機
会
」

を
自
分
で
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
芸
術
化
し
た
り
し
て
人
生
を
楽
し
む
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
2
）
改
作
（
リ
ラ
イ
ト
作
文
）

　

本
書
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
「
改
作
」
で
あ
る
。
学
年
ご
と
に
二
～
三
単
元

ず
つ
、
次
の
四
類
型
の
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ア　

絵
の
文
章
化

　

ね
ら
い
は
写
生
文
を
書
く
こ
と
に
あ
る
。
写
生
文
は
、
対
象
の
切
り
取
り
方

や
言
葉
に
よ
る
場
面
の
再
現
が
難
し
い
の
で
、
趣
致
の
あ
る
場
面
が
既
に
切
り

取
ら
れ
た
絵
を
活
用
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
単
な
る
模
写
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
モ
デ
ル
（
口
絵
と
小
説
の
一
節
と
の
組
み
合
わ
せ
）
を
示
し
、
画
面
を
自

由
に
解
釈
し
て
新
た
な
物
語
を
創
作
し
て
よ
い
と
強
調
す
る
。

　

絵
は
複
数
用
意
さ
れ
、
し
か
も
必
ず
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
学
年
が
上
が

る
と
、
人
物
が
複
数
に
な
り
、
働
く
姿
の
描
か
れ
た
絵
も
増
え
て
い
く
。
時
に

は
台
詞
の
な
い
四
コ
マ
漫
画
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

イ　

物
語
の
敷
衍
と
縮
約

　
「
お
話
の
続
き
を
」（
巻
一
）、「
お
話
の
筋
書
」（
巻
二
）、「
短
い
挿
話
の
脚

色
」（
巻
三
）
の
よ
う
に
、
物
語
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
長
い
話
を
短
い
話
に
書

き
換
え
た
り
す
る
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
弟
切
草
」
と
い
う
語
（﹃
言
海
﹄

に
よ
る
定
義
）
を
発
想
の
種
に
し
て
、
約
一
五
〇
〇
字
の
物
語
に
敷
衍
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
課
題
の
場
合
で
も
、「
す
ぐ
に
漫
然
と
原
作
の
引
き
延
ば
し
」
に

か
か
る
の
で
は
な
く
、「
原
文
の
要
素
を
精
細
に
分
解
し
て
其
の
真
意
を
し
っ

か
り
と
把
握
」
す
る
こ
と
、「
言
外
の
余
情
含
蓄
」
を
噛
み
わ
け
る
こ
と
、「
其

の
周
囲
の
光
景
や
活
動
や
事
件
の
発
展
や
感
情
等
に
対
し
て
、
美
し
く
且
つ
正

当
な
想
像
を
働
か
せ
」
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
く
。「
深
い
読
み
こ
そ
が
、
優

れ
た
文
章
表
現
を
引
き
出
す
」
か
ら
で
あ
る
。
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ウ　

詩
歌
の
散
文
化

　
「
詩
を
散
文
に
」「
秋
の
歌
を
散
文
に
」「
俳
句
の
詩
趣
を
散
文
に
」
な
ど
、

原
作
の
詩
情
を
読
み
取
り
、
そ
の
詩
情
を
敷
衍
し
な
が
ら
描
写
文
や
物
語
文

に
書
き
替
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
金
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
た
ゞ
言
葉
を
逐
つ
て
む
や
み
に
書
き
下
し
て
は
い
け
な
い
。
先
づ
示
さ
れ
た

原
詩
を
幾
度
も
幾
度
も
熟
読
し
て
、
全
体
の
材
料
に
つ
い
て
は
勿
論
、
更
に
各

節
毎
に
細
か
く
吟
味
し
て
、
こ
の
一
節
に
は
「
ど
う
い
ふ
景
色
」「
ど
う
い
ふ

事
柄
」
を
主
想
と
し
て
歌
つ
て
あ
る
か
を
発
見
し
、
さ
て
其
の
主
想
を
出
来
る

だ
け
色
濃
く
描
き
出
す
や
う
に
努
め
れ
ば
よ
い
。
さ
う
す
れ
ば
よ
し
や
詩
が
牡

丹
餅
で
あ
り
、
散
文
が
お
茶
漬
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
お
茶
漬
に
は
ま
た
牡

丹
餅
で
は
味
は
れ
ぬ
、
あ
つ
さ
り
し
た
妙
味
が
こ
も
つ
て
来
る
筈
だ
」（
巻
一
）

と
。

エ　

古
典
の
改
作

　

巻
三
で
は
、「
刻
舟
求
剣
」「
塞
翁
が
馬
」
な
ど
の
寓
話
に
表
れ
て
い
る
人
生

観
や
哲
学
を
、
評
論
し
て
も
よ
い
し
、
物
語
に
書
き
替
え
て
創
作
し
て
も
よ
い

と
し
て
い
る
。
巻
五
で
は
、「
忠
度
俊
成
に
謁
す
る
こ
と
」（
源
平
盛
衰
記
）
を

教
材
化
し
、
観
察
点
（
視
点
人
物
）
を
変
更
し
て
叙
述
す
る
課
題
を
与
え
て
い

る
。
原
作
で
は
、
五
條
の
三
位
俊
成
卿
を
訪
ね
て
い
く
忠
度
側
か
ら
描
か
れ
て

い
る
の
を
書
き
換
え
て
、「
其
の
夜
の
五
條
の
三
位
」「
俊
成
卿
の
煩
悶
」「
俊

成
卿
邸
の
青
侍
の
独
語
」
な
ど
と
い
う
題
目
の
下
に
、
事
件
の
描
写
や
心
理
解

剖
を
行
な
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
金
子
は
、「
改
作
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
の
表
現
意
欲
を
喚
起
し
豊
か
な
表
現
を
引
き
出
し
て
い
た
。

6　
「
暗
示
的
指
導
」
の
特
徴

　

金
子
は
「
書
く
べ
き
内
容
」
を
発
見
さ
せ
る
た
め
に
、「
暗
示
的
指
導
」
を

活
用
し
た
。
そ
の
「
暗
示
的
指
導
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

ア　

文
話
（
講
話
）
に
よ
る
「
暗
示
的
指
導
」

　
「
暗
示
的
指
導
」
は
、
①「
話
題
の
想
起
と
焦
点
化
へ
の
促
し
」、
②「
視
点
・

立
場
の
発
見
と
転
換
」、
③「
記
述
上
の
工
夫
」
の
三
種
に
整
理
で
き
る
。

　

典
型
的
な
例
と
し
て
、「
遠
足
の
記
」
を
書
く
際
の
「
暗
示
」
を
挙
げ
て
み

よ
う
。
話
題
の
取
り
上
げ
方
と
し
て
は
、
順
序
や
型
に
は
め
て
書
く
の
で
は
な

く
、「
出
発
の
前
夜
の
模
様
と
か
、
途
中
の
面
白
か
つ
た
出
来
事
と
か
、
到
着

地
点
に
於
け
る
催
し
事
と
か
、
昼
飯
を
頂
く
時
の
珍
談
と
か
、
帰
宅
後
の
疲
れ

や
肉
刺
の
療
治
と
か
、
各
人
各
個
が
体
験
し
た
最
も
よ
い
材
料
と
思
ふ
も
の
ゝ

一
つ
二
つ
を
中
心
に
し
て
書
く
」
の
が
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
記
述
方

法
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
視
点
を
変
え
た
り
、
自
叙
伝
体
で
書
い
た
り
す
る
こ

と
を
勧
め
て
い
る
。「
遠
足
の
行
列
を
ば
、
路
傍
の
田
圃
に
働
く
農
夫
や
、
並

木
な
ど
の
位
置
か
ら
観
察
し
た
や
う
に
か
い
て
も
よ
か
ら
う
。
或
は
遠
足
し
た

人
に
携
ヘ
ら
れ
た
洋
傘
と
か
、
靴
と
か
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
と
か
い
ふ
附
属
物
と
な

つ
て
、
其
の
主
人
―
即
ち
遠
足
し
た
少
女
の
動
作
を
か
い
て
見
る
も
面
白
か
ら

う
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
議
論
文
を
書
か
せ
る
単
元
の
場
合
で
も
、「
第
一
、
命
題
」「
第

二
、
証
明
」「
第
三
、
結
論
（
自
説
を
力
説
し
、
反
対
論
を
反
駁
し
て
、
筆
を

結
ぶ
）」
と
い
う
一
般
的
な
組
み
立
て
方
を
教
示
し
た
上
で
、
別
の
表
現
形
式

（「
テ
ツ
ビ
ン
と
チ
ャ
ワ
ン
」「
日
本
紙
と
西
洋
紙
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
話
の
や

う
に
仕
組
ん
で
論
争
さ
せ
、
其
の
談
話
の
中
に
自
づ
と
作
者
の
持
論
を
語
ら
せ

る
こ
と
）
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
勧
め
て
い
る
。
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イ　

文
題
（
課
題
名
）
に
よ
る
暗
示
的
指
導

　

課
題
名
の
示
し
方
も
「
暗
示
的
指
導
」
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。「
手
」

「
髪
」「
顔
」「
唇
」「
光
」「
糸
」「
死
」「
葉
」
な
ど
象
徴
的
意
味
合
い
を
見
出

し
や
す
い
語
句
を
提
示
し
た
り
、「
五
分
間
の
写
生
」
や
「
最
も
」
の
よ
う
に

課
題
名
で
焦
点
化
を
促
し
た
り
し
て
い
る
。「
最
も
」
と
は
、「
最
も
貴
重
な
も

の
」「
最
も
悲
し
か
つ
た
事
」「
最
も
不
愉
快
を
感
じ
た
こ
と
」「
最
も
得
意
で

あ
つ
た
時
代
」「
最
も
尊
敬
す
る
人
」
な
ど
と
応
用
し
、
強
烈
な
印
象
が
脳
裏

に
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
中
心
点
の
明
確
化
に
効
果
的
な
題
で
あ
る
。

ウ　

例
文
（
生
徒
作
品
例
）
に
よ
る
暗
示
的
指
導

　

同
級
・
同
年
輩
の
生
徒
作
品
が
二
二
二
編
収
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
著

名
な
作
家
の
範
文
は
わ
ず
か
五
編
で
あ
る
。
し
か
も
、
収
め
ら
れ
た
生
徒
作

品
の
題
名
が
、
発
想
・
着
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
こ
の
足

が
憎
ら
し
い
」、「
椅
子
の
つ
ぶ
や
き
」、「
お
い
し
さ
う
な
音
」「
あ
さ
ま
し
い

響
」、「
名
乗
ら
ぬ
父
」、「
木
枕
の
い
た
さ
」「
只
乗
り
か
と
思
は
れ
て
」
な
ど
、

特
色
の
あ
る
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
彩
な
作
品
例
を
示
す
こ

と
で
、
文
話
の
内
容
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

7　

金
子
彦
二
郎
に
学
ぶ
作
文
指
導
の
方
法

　

金
子
の
「
暗
示
的
指
導
」
と
は
、
素
材
に
関
連
す
る
話
題
を
数
多
く
想
起
さ

せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
か
ら
独
自
の
題
材
を
探
し
、
中
心
点
に
な
る
こ
と
が

ら
を
発
見
さ
せ
る
指
導
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
場
面
を
区
切
っ
て
焦
点

化
し
た
り
、
別
の
視
点
か
ら
観
察
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
て
い

た
。
さ
ら
に
、
文
体
に
つ
い
て
も
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
常
に
新
し
い

試
み
を
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
。

　

実
際
に
与
え
ら
れ
た
作
文
課
題
は
、
生
徒
の
趣
味
や
嗜
好
に
適
合
す
る
よ
う

に
、
日
常
生
活
に
題
材
を
求
め
、
生
活
の
必
要
性
に
留
意
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
日
常
を
新
し
い
観
点
か
ら
見
る
よ
う
に
求
め
た
と
こ
ろ
に

大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　

文
体
は
、
記
事
文
・
叙
事
文
が
中
心
で
は
あ
っ
た
が
、
書
翰
文
や
議
論
文
・

説
明
文
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
せ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
知
的
に
論
じ
た
り
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
文
章
に
も
、
対

話
体
や
自
叙
伝
体
を
用
い
た
例
を
示
す
な
ど
、
楽
し
ん
で
書
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
視
点
の
転
換
や
文
体
の
変
換
を
行
う
「
リ

ラ
イ
ト
作
文
」
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
知
的
な
遊
び
の
精
神
に
溢
れ
た
課
題
の
設
定
が
、
思
春
期
の
生

徒
た
ち
の
表
現
意
欲
を
喚
起
し
、
優
れ
た
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

七　

終
わ
り
に
︱
現
代
の
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
へ
の
示
唆

　

五
十
嵐
力
、
佐
々
政
一
、
金
子
彦
二
郎
の
「
文
話
」（
講
話
）
や
「
文
題
」

（
作
文
課
題
）
に
は
、
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

①　
「
書
く
場
」
の
設
定
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

②　

対
象
を
よ
く
「
観
察
」
す
る
こ
と
。

③　
「
中
心
点
」
を
見
定
め
、
書
こ
う
と
す
る
内
容
を
焦
点
化
す
る
こ
と
。

④　
「
主
想
」
と
「
材
料
」
の
整
合
性
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
。

⑤　
「
文
章
展
開
」
の
見
通
し
を
立
て
て
か
ら
書
く
こ
と
。
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⑥　

魅
力
的
な
「
文
題
」
を
つ
け
る
こ
と
。

⑦　
「
虚
構
の
作
文
」（
擬
人
物
語
な
ど
）
を
活
用
す
る
こ
と
。

⑧　
「
観
察
点
」
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

⑨　
「
視
点
転
換
」
に
よ
る
書
き
換
え
（
改
作
）
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
。

⑩　
「
文
体
」
の
書
き
換
え
（
改
作
）
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
。

⑪　
「
縮
約
」
や
「
敷
衍
」
に
よ
っ
て
、
簡
潔
に
述
べ
た
り
精
細
に
述
べ
た

り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑫　
「
添
削
や
評
言
」
で
は
、
文
の
整
合
性
の
批
正
だ
け
で
な
く
、
着
眼
点

の
よ
さ
も
評
価
す
る
こ
と
。

⑬　

同
年
輩
の
作
品
を
「
努
力
仰
望
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
示
す
こ
と
。

⑭　

作
文
を
愛
好
す
る
精
神
を
養
う
こ
と
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
生
活
実
感
を
重
視
し
な
が
ら
、
知
的
な
遊
び
の
精
神

も
取
り
入
れ
て
、
生
徒
達
の
表
現
意
欲
を
喚
起
し
、
伸
び
や
か
な
表
現
活
動
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
書
く
内
容
の
発
見
」
と
「
書
く
方

法
の
習
得
・
活
用
」
と
い
う
実
践
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
常
に
こ
の
二
つ
を

結
合
さ
せ
る
よ
う
に
、
作
文
課
題
が
提
示
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

彼
ら
の
考
案
し
た
作
文
課
題
は
、
現
代
の
中
等
作
文
教
育
の
立
場
か
ら
見
て

も
、
今
な
お
新
鮮
味
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
大
正
～
昭
和
前
期
の
作
文
指
導

は
、
こ
こ
ま
で
水
準
の
高
い
も
の
を
産
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

1　

拙
稿
「［
史
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介
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史
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年
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頁
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頁
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頁
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五
十
嵐
力
著
・
岡
一
男
編
﹃
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頁
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﹄
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部
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九
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、

79
頁
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潤
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八
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治
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、
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、
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頁
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野
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家
﹃
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潤
家
著
作
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集
第
八
巻
﹄
明
治
図
書
、
一
九
九
八
年
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頁
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飛
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喜
雄
「
明
治
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教
育
の
変
遷
」﹃
旧
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学
校

教
科
内
容
の
変
遷
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
、
131
頁

12　

野
地
潤
家
「
国
語
教
育
の
遺
産
」﹃
教
育
学
全
集
五
／
言
語
と
思
考
﹄
小

学
館
、
一
九
六
八
年
、
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～
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頁

13　

こ
の
論
考
は
、﹃
現
代
女
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作
文
﹄
修
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再
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（
一
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ら
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15　

拙
稿
「
昭
和
初
期
・
高
等
女
学
校
に
お
け
る
作
文
処
理
と
評
価
の
実
際
」

﹃
清
心
語
文
﹄
第
七
号
、
二
〇
〇
五
年
、
64
～
97
頁

〈
主
要
参
考
文
献
〉（
本
文
及
び
注
で
取
り
上
げ
た
も
の
を
除
く
）

・
有
沢
俊
太
郎
﹃
明
治
前
中
期
に
お
け
る
日
本
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
展
開
過
程
に

関
す
る
研
究
﹄
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年

・
倉
澤
栄
吉
他
﹃
近
代
国
語
教
育
の
あ
ゆ
み
﹄
新
光
閣
書
店
、
一
九
六
八
年

・
国
語
研
究
会
﹃
復
刻
版
・
国
語
教
育
﹄
大
空
社
、
一
九
九
五
年

・
中
内
敏
夫
﹃
生
活
綴
方
成
立
史
研
究
﹄
明
治
図
書
、
一
九
七
〇
年

・
中
洌
正
堯
「「
書
く
こ
と
」
の
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
」﹃
国
語
科
系

教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
に
関
す
る
研
究
﹄ 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
、

二
〇
〇
二
年

・
滑
川
道
夫
﹃
日
本
作
文
綴
方
教
育
史
2
︿
大
正
編
﹀﹄
国
土
社
、
一
九
七
八
年

・
古
田
東
朔
﹃
教
科
書
か
ら
見
た
明
治
初
期
の
言
語
・
文
字
の
教
育
﹄
光
風
出

版
、
一
九
五
七
年
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